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例 言
1.本書は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが2001年度に行った遺跡調査、なら
びに研究成果をまとめた調査年報19の、第2分冊である。
2.報告書の紙幅の関係から、年報19は5分冊に分けて刊行する。本書は、その第2分冊である。本書には、仙
台城跡二の九北方武家屋敷地区第7地点 (BK7)の出土遺物のうち、磁器、陶器、土師質土器、瓦質土器、土
製品、瓦を掲載した。
3.整理作業および本書の編集は、阿子島香の指導のもとに、藤沢教・柴田恵子・高木暢亮が担当した。
4.本文は、柴田恵子が執筆した。英文要旨については、柴田恵子が作成し、阿子島香が校訂した。
5。 実測図の作成にあたっては、原図はすべて手描きで作成している。磁器、陶器、土製品は、デジタルトレー
スで作成した。土師質土器、瓦質土器、瓦は手描きのトレースによって作成した。また、磁器と陶器の文様は、
国際文化財株式会社に委託し、オルソイメージャーを用いて作成している。
6.巻頭カラー図版、その他の写真図版は、有限会社仙台写真工房に委託した。
7.整理・報告書作成にあたっては、以下の方々や関係機関から御指導 。御協力を賜った。
記して感謝申し上げる (敬称略)。
佐藤洋 (仙台市教育委員会)、 本田泰貴 (東北陶磁文化館)
仙台市教育委員会、東北大学大学院文学研究科考古学研究室
8.出土遺物・調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査室で保管・管理している。
凡 例
1.遺物の実測図および写真の縮尺は、それぞれに示した。磁器、陶器、土師質土器、瓦質土器は、縮尺3分の
1で掲載した。土製品は、縮尺3分の2で掲載した。瓦は、縮尺4分の1で掲載した。実測図には、スケール
を付して縮尺を示している。
2.実測図中で使用したスクリーントー ンは、以下の通りである。
青磁釉II■
=|: 
鉄釉:睡彗剰 炭イ勁:鰯悦鰯 その他付着物:躊翠導韓剰
3.引用・参考文献は、巻末にまとめた。また本文中で、『東北大学埋蔵文化財調査年報』を引用する場合は、
年報1という形で略記した。
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第Ⅲ章 仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第7地点 (BK7)の調査
5.出土遺物1(陶磁器・土器・土製品。瓦〉
(刊)陶磁器
①整理作業と資料化の方法
陶磁器は、洗浄、注記をした後、陶器と磁器に分類した。その後、可能な限り接合作業を行い、同一個体の認
定を行った上で、集計を行っている。しかし、同一個体の識別が困難な小破片や、破片になりやすい大型品や薄
手の資料については、実際の個体数よりも多く集計されている可能性がある。土瓶や種類不明の資料などで点数
が多くなっているのは、この要因も含まれている。
資料化にあたっては、出土点数が多いため、器形や文様がわかるものを中心に、選択的に行っている。全体の
器形がわからない破片であっても、特徴的な器形や文様の場合は可能な限り図示した。また、後に述べるⅣ期の
遺構、 2層から出土した明治期の資料については、これまで報告している資料と基本的様相は変わらないことか
ら、割愛したものもある。
陶磁器の資料化にあたっては、従来はすべて手描きで実測図を作成していた。しかし、実測する陶磁器が併せ
て500点以上と非常に多いことから、すべてを手作業で行うことが時間的に不可能であった。そのため、外形や
断面図などの下書き図面は手描きで行い、 トレースはAdobe 11lustratorを用いて行っている。陶磁器の文様部分
については、国際文化財株式会社に委託し、同社のオルソイメージャーを用いて陶磁器を撮影し、それを画像処
理して、図化している。
また、遺物写真の撮影については、有限会社仙台写真工房に委託し、すべての撮影を行っている。
②陶磁器の出土傾向
陶磁器は、基本層では、 2層が最も多く、3a層、 2層下部がこれに次ぐ。4層からの出土は、ごくわずかであ
る。2層は主に19世紀代のもの、 2層下部は主に18世紀から19世紀前葉のものが中心である。3a層からは、より
下層にある2号遺構に近い18世紀前葉の陶磁器が出土しているが、 2号遺構よりはやや新しい様相のものが含ま
れている。
遺構では、Ⅱ期の2号遺構から最も多くの陶磁器が出土している。2号遺構は18世紀前葉の大規模な廃棄土坑
で、陶磁器のほか、土師質土器、瓦質土器、瓦、木製品、木簡、動物遺存体、植物遺存体など、様々な遺物が大
量に出土している。2号遺構の陶磁器では、類似した器形、釉調、文様でありながら、文様の配置や底部の位置
から考えて、明らかに接合しない破片がみられた。そのことから、同じ手の別個体も含まれているのであろうと
考えられる。また、 2号遺構の陶磁器では、上層の2層、 2層下部、 1層・攪乱から出土した破片と接合するも
のも少なくはなかった。後世の土地利用によって、大規模な廃棄土坑の陶磁器が、調査区全体に分散したものと
考えられる。
他の遺構では、同じくΠ期の1号遺構、24号土坑、28号土坑、27号溝から、 2号遺構とほぼ同じ時期の様オロを
示す陶磁器が、ややまとまって出土している。4号土坑、15号土坑、18号土坑、 1号井戸からは、2号遺構より
もやや新しい様相の陶磁器が比較的多く出土している。I期では、14号土坑から、点数はあまり多くないものの、
17世紀代の陶磁器が一括して出土している。Ⅲ期では、 2号土坑と池状遺構新段階で、陶磁器の出土が多い。Ⅳ
期では、 1号土坑でやや多い程度で、全体的に陶磁器の出土はあまり多くはない。
③時期ごとの陶磁器の様相
【I期の遺構出土の陶磁器】(図1。24、図版 1・19、表1～8、 16～29)
この時期の陶磁器は、 I期に属する12号溝、 9号土坑、13号土坑、14号土坑、25号溝から出土している。まと
まって出土するのは、14号土坑からのみである。
14号土坑では、中国産磁器と瀬戸・美濃産の陶器がまとまって出土している (図1-3～7、 図24-8～11)。
磁器では、肥前産は含まれず、中国の青花皿 (図1-4～6)、津州窯系の大皿 (図1-3)、安南 (ベトナム)
磁器と考えられる重 (図1-7)といった輸入磁器で占められている。図1-5。6は、平縁で段を有する器形
をし、見込みに唐人山水文が描かれた、類似した構成になるものとみられる。中国磁器はいずれも明末清初の年
代に相当するものである。図1-7は、ベトナム磁器の安南染付ではないかと考えられる。胎土は淡い黄白色で、
底部以外は白化粧をした上で、染付、施釉がなされている。日頸部の器形は、ベトナム磁器の特徴と非常に類似
している (矢部1978)。文様では、肩部に唐草文、体部には崩れた蓮弁文が描かれている。ロクロ成形で、体部
内面には、上半と下半を繋ぎ合わせた調整痕が観察される。陶器は、瀬戸・美濃の製品に限られている。図24-
8は瀬戸・美濃の括鉢である。長石釉丸皿は2点出土している (図24-9・10)。図24-9は口縁部に炭化物が
付着しており、灯明皿として使われた可能性が考えられる。図24-11は、下部にも鉄釉が施された天目碗である。
他の陶磁器よりもやや古く16世紀前葉から中葉の年代が推測され、伝世品とみられる。
12号溝 (図1-8、図24-1～5)では、陶器で肥前産の呉器手碗 (図24-1)、美濃の変形皿 (図24-4)な
どが出土しており、17世紀代の様相がみられる。一方で、18世紀代にみられる大堀相馬の中型 (図24-2・3)
などが含まれている。H-12区では12号溝の埋土を掘り込んで、18世紀代の遺構が存在していた可能性がある。そ
うであるならば、18世紀代の遺物が含まれているのはH‐12区だけであるため、18世紀代の陶磁器は、12号溝には
伴わない可能性が考えられる。
9号土坑からは、肥前磁器の皿 (図1-1)が出土しており、釉調などから17世紀中葉の年代が考えられる。
13号土坑 (図1-2、図24-6・7)からは、丹波の橋鉢 (図24-7)が出土している。下相野窯址の編年 (大
平茂・松本睦1992)と比較すると、体部内面の悟目が7条の櫛描きである点、日縁端部を外方にナデ、内面に鈍
い稜をもたせる点、指押さえ痕が観察され、その痕は体部外面の比較的下半にみられる点などから、Ⅳ期D類に
相当し、17世紀後葉の年代が考えられる。9号土坑と13号土坑は、攪乱によって分断されているが、一連の遺構
の可能性が考えられ (年報19第1分冊)、 いずれの土坑からも17世紀代の陶磁器が確認されている。
【Ⅱ期の遺構出土の陶磁器】(図1～20。25～41、図版1～16・20～38、表1～8、 16～29)
Ⅱ期の遺構からは、主に18世紀から19世紀初頭ごろの陶磁器が出土している。今回の調査地点では、この時期
に属する陶磁器の出土量が最も多い。
中でも、二の九から排出されたゴミを捨てたと考えられる大規模な廃棄土坑である2号遺構からは、18世紀前
葉を中心とした多数の陶磁器がまとまって出土している。また、 1号遺構、24号土坑は、 2号遺構に隣接する同
様の廃棄土坑であり、 2号遺構よりやや規模は小さいものの、同じ時期の陶磁器が比較的多く出土している。28
号土坑、27号溝などからも、2号遺構とほぼ同じ時期の陶磁器が出土している。他のⅡ期に属する遺構では、4
号土坑、15号土坑、18号土坑、20号土坑、 1号井戸と3a層などから比較的多くの陶磁器が出土している。これら
の陶磁器には、 2号遺構よりも新しい18世紀中葉から19世紀初頭の様相のものが含まれている。
2号遺構出土の陶磁器では、さまざまな器種が出土している。これらの器種では、残存率のよいものが多く、
図化できるものも多かった。年代では、大皿や大鉢などの一部に、伝世品とみられる17世紀の初頭や中葉、後葉
の製品がいくつか含まれているものの、中心となる年代は17世紀末から18世紀前半のものである。供伴して出土
した木簡に、年号が記載されているものが多数確認されており (年報19第3分冊)、 明確に判読できるものが享
保二年 (1717年)から享保十八年 (1733年)の享保年間のものに限られていた。そのため、出土した陶磁器も18
世紀前葉の時期の一括資料と考えられる。観察表には、陶磁器から推測される年代幅を示しているが、2号遺構
の陶磁器は、その中でも18世紀前葉を中心とした年代が推測されるものである。
磁器 (図2-18～図13-139)では、中型丸碗、猪日、大皿、小中皿などの点数が多い。ほとんどが肥前産で
あるが、大皿と小型端反碗、鉢などに中国の製品がごくわずかに含まれている。丸碗では、波佐見産の陶胎染付
(図2-18・20)や、いわゆる「くらわんか手」の比較的厚手の碗もいくつか確認された (図2-18～25、図
3-29)。また、京焼の影響を受けたと考えられる器高が浅く、高台が小振りの碗 (図4-45～0)が出土して
いる。生産地編年では、1710年ごろにはみられるようになり、18世紀前半に流行するものである (九州近世陶磁
学会2000)。器厚が比較的薄手の種類の碗もみられる (図3-26・27・32～36)。図3-40は、外面青磁釉の碗で
ある。白磁 (図4-51～53)、色絵 (図4-46・54)もみられる。文様では、蔦文・松文・菊花文・丸文などに、
こんにゃく判を用いたものがみとめられる (図3-28・29。31)。図3-37の七宝繋ぎ文は、七宝4個が1単位と
なったこんにゃく判が用いられている。図3-34・35、図4-48・49のように、器厚が薄手の製品の中には、細
かな文様が丁寧に描かれたものもみられる。碗の見込みに、手描きの五弁花文がみられるものもある (図3-35)
が、多くはない。高台内には、二重方形枠に渦「福」銘 (図3-27・35。39)が付くものがみられる。図3-
35'39の渦「福」銘は、「福」の「田」の字の渦が3重であり、おおよそ18世紀前葉頃に多い銘と考えられる (鈴
田由紀夫1995)。他に、高台内に、「大明年製」銘 (図2-24・25、図3-26・28。 38・40)、「大明成化年製」銘
(図4-50)が付くものがいくつかあるが、いずれもかなり崩れたものである。図4-491よ、「冨貴長春」銘を2
行に表したものである。
図4-55、57・58などは中型 。小型の端反碗としたが、猪口や小型の鉢などの可能性も含まれている。図4-
57・58は、桃・蝶・草花文と口縁内四方欅文といった同じ文様が描かれた揃いの製品である。染付の文様以外に、
外面青磁釉 (図4-55)、色絵 (図4-59'60)、外面鉄釉 (図5-64)などの製品がみられる。図5-66は、内
面に型打で陽刻文がある自磁小型端反碗である。非常に薄手の作 りのため、中国産の可能性が考えられる。
中型の猪口では、体部下半に段を有する腰折形の器形のもの (図5-77・79)と、段を持たない桶形のもの
(図5-72～76・80)がみられる。また、図5-72、75。80のように体部にややふくらみをもつもの、図5-73
のように小型のもの、図5-74・77のように体部がやや細身のものなど、器形の細部では違いがみられる。小型
の猪口 (図5-62～65)は、腰張型で端反の器形を呈する。文様では、こんにゃく判を用いたもの (図5-63～
65、75。76)のほか、型紙摺りのもの (図5-80)がみられる。また、図4-56と図5,741よ、欠損部位がある
ものの、同様の文様が描かれているものと推測される。銘では、「大明年製」(図5-75。80)、「□□□化年製」
(図5-74)などがある。図5-801よ、「大明年製」銘も型紙摺りによって描かれているように観察されるが、明
確ではない。図5-75は、図化しなかった破片資料の中に、同様の文様のものがあり、同一個体とならない部位
であったため、同じ手の別個体が存在するものと考えられる。
また、数は少ないが、小型の丸碗 (図5-67～69)や、白磁型打の小杯 (図5-70)も出土している。図5-
70は、芙蓉手風の陽刻文がみとめられる。図5-71は、碗の高台付近の破片である。上部は、意図的に、このよ
うな状態に打ち欠かれたものと考えられるが、用途は不明である。
皿は、大皿、小中皿、極小皿、変形皿などが出土している。大多数が肥前産であるが、中国産磁器もわずかに
含まれている (図8-85、図H-103)。大皿が比較的多く出土していることが特徴である。染付以外では、青磁
の大皿 (図7-83)がみられる。図8-85は、中国淳州窯系呉州赤絵の大皿で、「EF判手」と呼ばれるものであ
る。接合できなかった同一個体に、「EF判」部分の破片が含まれている。図11-103は、景徳鎮民窯系の「祥瑞」
手の皿である。日紅、紫みのある鮮やかな呉須、小さな黒い粒子の混じる素地や、区画に七宝文や紗綾形文とい
った文様 (西田宏子・出川哲1997)などの「祥瑞」手の特徴がみられる。また、高台内には、飛び飽風の削 りの
痕跡が観察される。肥前産では、大皿を中心に、緻密な文様が描かれた上手の皿がみられる (図6-81・82、図
7-84、図8-87、図9-88。89～91)。図7-84は牡丹唐草文によって、図9-88は葡萄蔓草と鹿文によって、
皿全面を文様で埋め尽くす構成で、中でも図9-88は、非常に細かな線によって鹿、蔓草、葉の葉脈などが表現
されている。小中皿の中にも、図10-93、96のように緻密な唐草文が描かれるものがみられる。一方で、見込み
蛇ノロ釉剥ぎをした量産品の皿 (図11-lo6、図12-108～110)や、こんにゃく判を用いたもの (図10-94、図
11-105)なども含まれている。図10-94は、見込みの五弁花文だけでなく、唐草文もこんにゃく判によって表
現されている。器形では、輪花皿 (図6-82、図7-84、図8-86)や、高台が高い器形 (図8-87、図9-89)
などがみられる。高台内は、「大明年製」銘 (図8-86、図10-92・97、図11-lo4)、「大明成化年製」銘 (図
10-96、図11-lo2・103)などが確認される。図10-93の渦「福」銘は、18世紀前半代に多い銘とみられる (鈴
田1995)。極小皿では、こんにゃく判による桜花文 (図12-111)や、型紙摺りによる菊花文 (図12-■2)など
がみられた。図12-1131よ、小破片であるが、細かな線による緻密な文様が描かれた皿である。皿の年代は、18
世紀前葉のものが中心であるが、中国産には明末清初期のものがみられ、肥前産の大皿にも17世紀中葉や後葉の
ものとみられる伝世品がいくつか含まれている。
その他の器種は、まとまった出土を示すものはない。図12-116の鉢は、17世紀代のものと考えられる。どの
ように使用されたものかはわからないが、内外面に細かな擦痕が観察される。染付以外では、青磁製品の鉢 (図
12-260)・灰吹 (図12-115)・壺 (図13-129)、白磁の鉢 (図12-117)、自磁型打の合子 (図12-119)、色絵
製品の鉢 (図12-118)・瓶類 (図13-133)・水滴 (図13-135)などがみられる。白磁の鉢 (図12-117)イよ、
中国のものとみられる。水滴 (図13-135)は、色絵型押成形で、赤絵町遺跡から類似した文様が描かれた水滴
が出土している (尾崎葉子他1990)。図12-117の鉢は、欠損部分が大きいが、白磁の角切鉢となるものと考えら
れる。図12-118は、「虫くい」と呼ばれる釉の剥げ落ちが日縁の角部分にみられる。同一個体に、接合できなか
った底部破片があり、見込みには、区画に亀甲文や幾何学的文、花文が配される。中国景徳鎮民窯系の「古染付」
手の可能性が考えられる。図13-136～1381ま、磁器の碗や皿を意図的に打ち欠いて、円盤状に加工したものであ
る。今回の調査では、同様のものが、 2号遺構から18点、3a層から2点、 2層から2点、 2層下部から1点、 1
層 。攪乱から8点が確認された。武家屋敷地区第4地点の調査においても、磁器製 。陶器製のものが少数出上し
ている (年報13)。用途は不明である。
2号遺構の陶器 (図25-25～図35-129)では、中型丸碗、小中皿、悟鉢、奏などの出土点数が多い。中型丸
碗では、大堀相馬、小野相馬、瀬戸・美濃、肥前、京・信楽などの製品が確認される。中でも、小野相馬と考え
られる碗が比較的多く出土しており、大堀相馬も存在するものの、小野相馬より多くはないことが注目される。
大堀相馬としたもの、小野相馬としたものの両者に、いずれとも判断できず、その中間的な特徴を示すものもみ
られた。また、瀬戸・美濃や肥前の製品も比較的多く出上している①
小野相馬とした九碗 (図25-26～30、 図26-31～40、46。47))の特徴は、胎土に小野相馬独特の黒色粒子や
白色の砂粒を含み、断面の胎上の色調は、部位によって灰色、灰褐色、にぶい橙色などになる。露胎した高台部
分の色調は、大堀相馬では灰白色や淡黄色など白っぽいものが多いのに対して、これらの小野相馬とした碗では、
褐色系統の色調を示している。釉調は、淡青灰色ないし淡青灰白色で半失透釉から失透釉の灰釉であるが、部分
や個体によって、釉の透明度や色調には変位がみられる。高台付近の釉切処理では、高台脇まで釉が垂れるもの
(図26-27・32)もみられるが、ほとんどは高台賜まで垂れるものはない。見込みには目跡がみられるものが多
いが、目跡がないものもわずかに存在する。高台の作 りも個体による違いが大きいが、大堀相馬に比べて高台の
作りにシャープさがないものが多い。高台の内側を斜めに削って作られるものがいくつかみられる。灰釉碗のほ
か、鉄釉流し掛け (図26-36、38～40)や、鉄絵 (図26-37)の製品もみられる。しかし、小野相馬の特徴を持
ちながら、他と比べると、釉調に透明度があるもの (図26-46)や、釉調や器形、高台付近の釉処理の仕方が異
なるもの (図26-47)もみられ、これらは小野相馬 ?としている。小碗 (図28-73)は1点のみの出土であるが、
小野相馬のものとみられる。
大堀相馬とした丸碗 (図26-41～45)では、胎土が灰白色や淡黄色の比較的緻密な胎土であり、高台の角がよ
りはっきり作られている。釉切の処理では、高台脇まで釉が垂れる大堀相馬の特徴がみられる。灰釉碗 (図26-
43～45)と鉄釉流し掛けの碗 (図26-41・42)とがみられる。しかし、18世紀中葉以降に多くみられる大堀相馬
の灰T14丸碗とは異なる特色もみられる。釉調では、透明度がある淡緑灰白色のものは図26-42のみで、他は淡青
灰白色で半失透釉の小野相馬に近い釉である。図26-431よ、口縁部付近に丸みがあり腰高で、高台が小さめの器
形をしており、図26-45では高台が薄手の作りであるなど、個々の器形の違いもみられる。
京・信楽の色絵九碗 (図26-48～50)では、いずれも色絵は青・緑によって描かれたものである。瀬戸・美濃
では、尾呂茶碗 (図27-51)、御室茶碗 (図27-52～54)、腰錆碗 (図27-55・6)などのほか、茶器とみられる
図28-71のような碗もみられる。肥前では、白泥刷毛目文の碗 (図27-57～59)、呉器手碗 (図27-60～62)、京
焼写しの碗 (図27-63・64)、灰釉碗 (図27-65)、白化粧に鉄絵の碗 (図27-66)などがみられる。京焼写しの
碗では、高台内に「清水」、「中村金」 ?のような刻印が確認される。図28-72は、器形・文様などは京 。信楽の
碗にみられるが、胎土が暗灰色で全体的に灰色を呈しており、京・信楽の胎土と異なるため、産地は不明である。
また、図27-67～701ま、いずれも茶器と考えられる。図27-681ま、天日碗で、釉は油滴状の光沢がみられる。産
地は中国のものと考えられる。図27-69・70は、高台内側を九く削る作 りが類似するが、胎土・釉調は異なる。
図27-70は、高台脇に沈線状の削りがみられ、釉には肌色の斑点がみられる。産地は不明である。
皿では、肥前、瀬戸・美濃、小野相馬、京・信楽などがみられ、肥前がやや多い。肥前の皿は、見込み蛇ノロ
釉剥ぎのもの (図28-74～76)と、そうでないもの (図28-77)がある。九皿の他に、段を有する器形 (図28-
76)もみられる。瀬戸・美濃の皿 (図28-79)では、見込みに招絵がみられる。図28-78は、胎土・釉調から小
野相馬産と考えられる。図版24-80は、京・信楽産とみられるが、外面に色絵があり、内面に漆が塗られている。
鉢の出土点数はあまり多くはない。三島手 (図29-85)、印花文 (図29-86)など、唐津のものがいくつかみ
られる。図29-871ま見込みに胎土目積みの痕跡が観察されることから、唐津でも17世紀初頭の古手のものが含ま
れている。図28-81は、瀬戸・美濃の緑釉流しの大鉢で、これも遺構の年代よりも古い17世紀初頭から前葉の年
代が考えられる。他に、図28-84は大堀相馬の鉢、図29-881ま小野相馬の片口鉢が出上している。
播鉢は、やや多く出土しており、堺 (図29-89、図30-90'91、図31-93)、唐津 (図30-92)、丹波 (図33-
105)、瀬戸・美濃 (図28-83)、小野相馬?(図33-102)、岸?(図33-101)、東北産?(図31-94、図32-95
～97、図33-98、100)、産地不明 (図33-99、103・104)など、産地もいくつかがみられる。堺としたものは、
特徴がよく似た明石産や大阪産の可能性も含まれている。無釉焼締めで、底部が残存しているものでは、底部に
焼台で重ね積みした痕跡が確認される。唐津産では、内外面に鉄釉が施釉され、上端には「×」状の悟 り目が施
されている。見込みには焼台の痕跡がみられ、外面の体部下半には繊維状のものが混ざった「籾団子」痕が確認
される。丹波産は、緒り目が8条の櫛描きで、日縁端部を外方にナデ、内面に鈍い稜がみられ、口縁外面の凹凸
が目立つなどの特徴がみられる。下相野窯址の編年 (大平茂 。松本睦1992)の、Ⅳ期D類もしくはV ttE類に相
当するのではないかと考えられ、17世紀後葉から18世紀前葉の年代とみられる。図33-1021よ、胎土と口縁外面
に突帯が1条巡る器形から、小野相馬の悟鉢C類 (関根達人1998)の可能性が考えられる。
東北産 ?とした橋鉢は、砂粒が混ざる粗い胎土で、日縁外面に突帯が1条巡り、突帯の直上がナデによって凹
む形態をしたものである。内外面には鉄釉が施釉されている。胎土や釉調から東北の窯で生産されたものであろ
うと考えられる。図32-97だけは、突帯の形状が他と異なるが、胎土や釉調から東北産に含めている。胎土は、
焼成時の火まわりの良し悪しによって、一個体中でも灰色を呈する部分や茶褐色を呈する部分があるなど、一様
ではない。内外面に鉄釉が施釉されているが、暗赤褐色のものもあれば、茶褐色のものもあり、同じ鉄釉でも釉
調にも微妙な違いがみられる。胎土の砂粒の含有度合や、突帯の形状なども、それぞれ特徴は微妙に異なること
から、東北産の指鉢といっても、いくつかの異なる窯が存在する可能性が考えられる。
その他の器種では、瓶類 (図34-106・107)、重 (図34-108。109)、奏 (図34-110。111)、蓋 (図34-114～
116)、灰吹 (図34-117～19)、火入 (図34-120～122)、香炉 (図35-123)、焙烙 (図35-124)、豆甕 (図35-
125)、器台 (図35-126)、人形 (図35-127)などがみられる。瓶では、備前のへそ徳利や瀬戸・美濃の鉄釉製
品がみられる。図34-109の壼は、産地示明であるが、器形から「内海茶入」の可能性が考えられる。図34-111
は、砂粒の多い胎土で、上半がないため確実ではないが、信楽の「腰白茶壼」の可能性が考えられる。蓋 (図
34-114。116)、灰吹 (図34-119)、壷・奏不明 (図34-112)は、瀬戸・美濃産とみられる。灰吹 (図34-H8)
や火入 (図34-121)は、釉や胎土から小野相馬と考えられるものがある。同じく胎土や釉調から東北産と考え
られるものが含まれる。東北産の中には、岸窯系統と考えられる香炉 (図35-123)や、19世紀以降の堤焼に通
じると推測される胎土・釉調の灰吹 (図34-117)など、括鉢と同様に、いくつかの窯の製品があるものと考え
られる。図35-1241よ、器形から焙烙としたが、底部全体にも鉄釉が施釉され、火を用いた痕跡がみられないこ
とから、焙烙状の形態をした他の用途の可能性も考えられる。図35-125。126は、いずれも緑褐色の釉が施釉さ
れている。同様の釉は、 1号遺構出上のミニチュア皿 (図25-20)にもみられる。これらは、土師質土器や軟質
施釉土器の玩具に類似した形のものがみられることから、玩具類と同様の産地の可能性が考えられる。
上述の2号遺構の陶磁器と同じ時期の遺構としては、 1号遺構、24号土坑がある。
1号遺構の磁器 (図1-9～17)は、いずれも肥前産である。波佐見産の陶胎染付 (図1-13)や、器高が浅
く、高台が小振 りの碗 (図1-9)、白磁碗 (図1-12)などがある。図1-11は高台内に渦「福」銘がみられる
が、「福」の字はかなり崩れたもので、 2重の方形区画も省略されている。図1-10は「大明嘉靖年製」銘とみ
られる。17世紀末から18世紀前葉にみられる銘 (鈴田1995)で、「太明」でなく、明確に「大明」と書かれ、書
体はしっかりしたものである。見込みには手描き五弁花文が、外面には薄ダミを用いた緻密な線の唐草文が描か
れている。図2-14、17は、同様の文様が描かれており、釉調 。胎土なども似ていることから、組となる蓋と蓋
付き鉢の可能性が考えられる。その他、人角形の猪口 (図2-15)、青磁皿 (図2-16)などがみられる。青磁
皿は、波佐見の17世紀中葉頃の足付きの皿と考えられる。
陶器 (図25-14～24)では、瀬戸・美濃の灰釉碗 (図25-14)、瓶類 (図25-22・3)、甕 (図25-24)などが
みられる。肥前では、白泥刷毛目文の碗 (図25-15。16)、鉢 (図25-21)、蛇ノロ釉剥ぎの皿 (図25-18・19)
がみられる。他に、小野相馬 ?の灰釉碗 (図25-17)がみられる。
24号土坑の磁器 (図16-172～176、図17-177～181)は、いずれも肥前産である。碗では染付色絵の製品 (図
16-172)がみられ、見込みにも色絵文様が展開する。高台内には2行に書かれた「冨貴長春」銘がみられる。
図16-1731よ比較的丁寧な文様が描かれた染付碗である。皿では、肥前の蛇ノロ釉剥ぎの皿 (図17-179)がみら
れるほか、大皿 (図17-177・178)や小中皿 (図16-176、図17-180。181)では丁寧な文様が描かれた上手の
ものがみられる。高台内には「大明成化年製」銘 (図16-176、図17-177)、渦「福」銘 (図17-180)などがみ
られる。大半が18世紀前葉のものであるが、図17-178、181の皿については、それぞれ17世紀後葉、17世紀前葉
から中葉の時期であり、 2号遺構と同様に、皿などの一部に伝世品が含まれている。
陶器 (図37-158・159、図38-160～171)では、大堀相馬、小野相馬、瀬戸・美濃、肥前、京・信楽などの製
品がみられる。瀬戸・美濃製品が比較的含まれており、大堀相馬があまり多くはないという様相は、 2号遺構と
同様であろうと考えられる。碗では、瀬戸・美濃 (図37-158、図38-164)、肥前 (図38-165)、大堀相馬 (図
38-160・161)、小野相馬 (図38-162)の灰釉碗のほか、京・信楽では錆絵呉須絵の碗 (図38-163)がみられ
る。大堀相馬の灰釉碗は、胎土や高台の作り方からは大堀相馬と判断されるが、釉薬は小野相馬に近い淡青灰白
色を呈するものであり、2号遺構と同じ特徴がみられる。図38-1601よ、大堀相馬の碗であるが、日縁部付近に丸
みがある腰高で、高台が小さめの器形をしたものである。小野相馬の碗は、釉・胎土など2号遺構で出土したも
のと同じ特徴のもので、見込みには日跡がみられる。皿 (図38-166・167)は、いずれも瀬戸・美濃で、図38-
166は17世紀前半の古手のものである。大鉢 (図38-168)は、唐津の白泥刷毛目文のものである。図38-170は
胎土・釉調から東北産の可能性が考えられる。
28号土坑 (図18-182～186、図38-172～174)、27号溝 (図18-192～195、図39-181～187、図40-188～190)
からも、 1号遺構、 2号遺構、24号土坑と様相の同じ陶磁器が出土している。特に陶器は、28号土坑で尾呂茶碗
(図38-172)・壺 (図38-173)、受水入 (図38-174)など、瀬戸・美濃製品が各種みられる点など、類似して
いる。27号溝では、京・信楽の色絵碗 (図39-181)、肥前の京焼写しの碗 (図39-183。185)、瀬戸・美濃の腰
錆碗 (図39-184)がみられるなど、同様の構成がみられる。 1号遺構、 2号遺構、24号土坑にみられなかった
ものとしては、28号土坑では瀬戸・美濃の摺絵髪水入 (図38-174)、 27号溝では瀬戸・美濃の尾呂徳利 (図39-
187)、瀬戸・美濃 ?の尿瓶 (図40-190)などが加わる。京・信楽の色絵碗 (図39-181)は、色絵に青・緑・金
が使われたものである。
2号遺構よりも新しい様相を示す陶磁器としては、 4号土坑、15号土坑、18号土坑、20号土坑、 1号井戸、3a
層が挙げられる。
20号土坑については、人為的な遺構ではなく、 2号遺構、 1号遺構、24号土坑が3b層によって整地された後、
自然に形成された窪みであろうと考えている (年報19第3分冊)。 この20号土坑に堆積した埋土が3a層である。
遺物は20号土坑として取り上げたもの (図16-168～170、図37-156)と、3a層として取り上げたもの (図19-
203～209、図20-210～217、図40-195～203、図41-204～217)があるが、一連のものである。出土陶磁器には、
2号遺構よりも若千新しい様相がうかがえる。磁器では、碗 (図19-203～207)、猪日 (図19-208・209、図
20-210)、小中皿 (図16-168)、重 (図16-169)、瓶 (図16-170)、極小皿 (図20-211)、紅猪日・紅皿 (図
20-212、14～217)などが出土している。文様にはこんにゃく判を用いたもの (図19-205・206、 208、図20-
215)がみられる。高台内の銘では、渦「福」(図19-204、206)、「大明年製」(図20-210)のほか、「貴」(図
19-203)がみられる。渦「福」銘は、 2号遺構のものよりもさらに崩れたものであり、18世紀中葉から後葉の
渦「福」銘 (鈴田1995)に近い。図19-206では「福」の「田」部分の渦が四重に巻かれている。
陶器の碗では、大堀相馬と小野相馬が多くなり、肥前産がわずかに含まれる。2号遺構では比較的多く含まれ
ていた瀬戸・美濃の碗類はほとんど含まれず、腰錆碗は破片が1点確認されるのみである。2号遺構では、小野
相馬の碗が大堀相馬より多かったが、20号土坑 。3a層では、大堀相馬の製品が多くなる。大堀相馬では、灰釉碗
(図37-156、図40-196～199)の他、 2号遺構にはなかった灰釉と鉄釉の掛け分け碗 (図40-200)がみられる。
この掛け分け碗は、瀬戸・美濃の腰錆碗写しと考えられており (関根1998)、 2号遺構においていくつか出土し
ていた瀬戸・美濃の腰錆碗は、20号土坑 。3a層からは小破片が1点出土するのみである。小碗では鉄釉流し掛け
の碗がみられる (図41-204。205)。この小碗は、中碗をやや小振りにしたようなタイプで、大堀相馬で18世紀
末から19世紀初頭の資料 (年報18)でみられる小碗とは異なるものである。大堀相馬の碗の釉調は、透明度のあ
る淡黄灰白色や淡緑灰白色の釉が主体で、2号遺構でみられた小野相馬に似た釉は図37-1561こわずかにみられる
だけである。
皿では、肥前の見込み蛇ノロ釉剥ぎの皿 (図41-209～211)、小野相馬の見込み蛇ノロ釉剥ぎの皿 (図41-206)、
瀬戸・美濃の摺絵皿 (図41-207)がみられる。瀬戸・美濃の摺絵皿は、 2号遺構や24号土坑でも出土している
が (図28-79、図38-167)、摺絵はより細かく複雑な文様となっている。大堀相馬では、折縁輪花皿 (図41-
208)と丸皿 (図41-212)があり、碗とは異なり、丸皿では小野相馬の釉に近い淡青灰白色の半失透釉が使われ
ている。折縁輪花皿は、淡青灰白色の釉でも幾分透明度のある釉である。その他の陶器では、東北産とみられる
大鉢 (図41-213)、界の悟鉢 (図41-215)、瀬戸・美濃の摺絵髪水入 (図41-217)。甕 (図41-218)、大堀相
馬の鉢類 (図41-214)などがみられる。瀬戸・美濃の摺絵贅水入は28号土坑からも出上しているが、28号土坑
のものより文様が大降りである。
18号土坑 (図15-161～165、図36-146～152、図37-153)。1号井戸 (図18-196。197、図19-198、図40-
191～194)からは、18世紀代を中心とした陶磁器が出土しており、陶器では2号遺構より新しい様相がみられる。
18号土坑の大堀相馬の灰釉碗 (図36-146。147)イま、 2号遺構と異なり、釉に透明感がみられるものである。ま
た、 2号遺構にはみられなかった、大堀相馬の腰折碗 (図36-148)がみられる。1号井戸の陶器では、大堀相
馬の印花文のある掛け分け碗 (図40-191)、印花文のある輪花皿 (図40-192)など、これまで18世紀中乗から
後葉の時期の資料に多くみられるものが出上している。
4号土坑からは、18世紀後半から19世紀代に入るとみられる陶磁器が出土している (図13-140～147、図35-
130。131)。4号土坑は、北側と西側は調査区外へと伸び、東側と南側も攪乱によって破壊されているため、本
来の形状や大きさは不明である (年報19第1分冊)。 埋±5層以下では18世紀代の陶磁器が出土しているが、埋
± 1・ 2層からは18世紀後半から19世紀代のもの (図13-142～144、図35-131)も含まれており、埋土の上層
と下層では異なる遺構の埋土であった可能性も考えられる。
15号土抗では、磁器で17世紀後葉や18世紀前葉のものが含まれているが、中心となるのは18世紀末から19世紀
前葉の時期である (図14-151～160、図35-135～140、図36-141～144)。磁器では、碗の見込みに松竹梅文が
みられ (図14-151)、18世紀後葉頃の見込み文様と考えられる (鈴田1995)。18世紀後半以降に多くなる蛇ノロ
凹型高台の皿もみられる (図14-158)。古手のものとしては、図14-154・155の皿がみられる。図14-1541よ、
葉や花の構き方が繊細で、つけダミで濃淡が表されている。図14-1551ま、『柴田コレクションV」 (佐賀県立九
州陶磁文化館1997)に類似したモチーフの皿がいくつかみられる。伝世品として優品が含まれるものと理解され
る。陶器では、掛け分け碗 (図35-135)、鉄釉流し掛け碗 (図35-136)、土鍋 (図36-142)、瓶 (図36-144)
など、大堀相馬の様々な製品がみられる。図35-140は、器種不明としたが、器形から線香立てなどの可能性が
推測される。鉄釉流し掛け碗 (図35-136)では、灰釉が白濁して糠白釉に近い発色をしている。18世紀末から
19世紀初頭の大堀相馬の製品には、このような白濁した灰釉が多くなるのが特徴である。また、鉄釉の痰重が出
上しており (図36-143)、釉や胎土から東北産であろうと考えられる。
その他、まとまった出土はみられないものの、この期の遺構出土の陶磁器で、特筆すべき資料について触れて
いく。磁器では、中国のものがいくつかみられる。図14-1481ま、淳州窯系とみられる皿で、窓絵・青海波文な
どがみられる。15号溝からは、中国景徳鎮窯系の皿が2点出土している (図18-189。190)。いずれも明末清初の
17世紀前半頃の年代が想定されるものである。肥前磁器の中にも、遺構の年代よりも古手の17世紀代のものがい
くつか含まれている。19号土坑からは、17世紀後葉から末葉と考えられる大皿が出土している (図15-166)。19
号土坑からの出土であるが、破片は各地に飛び散ったものが接合している。22号土坑 (図16-171)、17号溝 (図
18-191)、ピット5(図19-200)にも17世紀前葉から中葉、17世紀後葉の資料が含まれている。陶器では、7号
土坑に美濃の九皿がみられる (図35-133)。いずれも遺構はⅡ期の18世紀から19世紀初頭の年代が考えられるが、
陶磁器には遺構の年代よりも古いものが含まれている。
一方、22号土坑では陶器の鉢 (図37-157)も出土しており、胎土や釉から19世紀の堤焼であろうと考えられ
る。10号溝出上の植木鉢も、胎土や釉調から19世紀代の堤焼の可能性が考えられる (図39-179)。
【Ⅲ期の遺構出上の陶磁器】(図20・21、41・42、図版16・38・39、表1～8、 16～29)
Ⅲ期の遺構では、 2号土坑と池状遺構古段階で幾分出土量が多い。19世紀前葉頃が主体であるが、それ以前の
17世紀代、18世紀代の陶磁器もわずかに含まれている。
磁器は、肥前産が多いことに変わりはないが、瀬戸産の磁器も含まれるようになる。2号土坑出土の碗では、
端反碗 (図20-219)や蓋付碗の蓋 (図20-224)、日縁内に四方欅文が巡る筒型碗 (図20-221)がみられる。見
込み文様 (図20-221、224)や高台内の銘 (図20-222)では、崩れたものや変形字などである。文様では、細
い線によって構かれる素描きの文様もみられるようになる (図20-222)。図20-220は、芙蓉手風の割付けをし
た文様の碗で、17世紀中葉から後葉ごろのものとみられる。焼継ぎがなされていることから、かなり長い期間使
われていた可能性が考えられる。池状遺構新段階では、鉢 (図21-226)、小中皿 (図21-227)、戸車 (図21-
228)が出土しており、19世紀前葉から中葉の年代が考えられる。図21-229は、人形の一部と考えられる破片で
あるが、詳細は不明である。
陶器では、3号建物、2号土坑、17号土坑、3号溝などから、大堀相馬の製品が出土している。中碗以外にも、
小碗、小中皿のほか、土瓶、瓶などがみられる。小碗 (図42-224)、小中皿 (図42-220)、土瓶の蓋 (図42-
221。222)の灰釉は、いずれも糠白釉に近い色に自濁した灰釉である。瓶 (図42-225)は、非常に薄手の作 り
で、色の異なる鉄釉を掛け分けたものである。池状遺構新段階では、肥前、瀬戸・美濃、京 。信楽、東北産、中
国など、さまざまな産地の陶器が出上している。年代は、19世紀代のものが主体であるが、奏 (図42-229)や
盤 (図42-231)のように一部に17世紀代のものも含まれる。
【Ⅳ期の遺構出土の陶磁器】(図21、42、図版16・17、39、表1～8、 16～29)
Ⅳ期の遺構では、 1号土坑、 1号溝、11号溝などから陶磁器が出土しているが、出土量は少なく、資料化でき
るものもごく少ない。1号土坑からは、磁器では肥前の碗 (図21-231)・蛇ノロ釉剥ぎの皿 (図21-232・233)、
陶器では大堀相馬の植木鉢 (図42-233)などがみられる。11号溝からは、磁器の鉢 (図21-234)が出土してお
り、遺構の年代より古く18世紀代の可能性が考えられるものである。
その他、基本層2層下部、 2層、 1層。攪乱などの出土陶磁器で、特筆すべきものについてふれていく。
基本層2層下部からは主に18世紀代の陶磁器が出土している。磁器では、碗、色絵の紅猪日、小中皿、自磁皿、
蓋付鉢の蓋、円盤状加工品などが出土している (図21-235～239、図22-240)。円盤状加工品は、 2号遺構出土
のものと同様のものである。白磁皿 (図21-238)は、受熱の痕跡なのか、白磁釉が濁ったように変色している。
陶器では、大堀相馬の碗 (図42-236～238)、京・信楽の色絵灰吹 (図42-239)、瀬戸・美濃の鉢 (図42-240)
などがみられる。
基本層2層からは、比較的多くの陶磁器が出土している (図22-241～251、図23-252～255、図43-241～249)。
19世紀前葉から後葉のものが多いが、中には下部の遺構由来の古手のものも含まれている。図22-243は色絵の
碗である。赤・金・青などの色が使われ、輪郭線と塗り潰しでは異なる色調の赤が使われている。図22-251は
青磁の皿で、内外面に陽刻文で牡丹が象られている。図23-2521ま、中国津州窯系の磁器皿で、明末清初の時期
のものと考えられる。陶器では、大堀相馬あ碗で、指による窪みが付 くものがみられる (図43-241)。図43-
243の端屍碗は、鉄釉に灰釉が流し掛けられている。釉は、糠白釉に近い色に白濁した灰釉である。志野の向付
(図43-244)、美濃の長石釉九皿 (図43-246)は、いずれも17世紀代のものである。図43-247は、仏像を模っ
たもので、外面には鉄釉が施釉されている。図43-248は、大堀相馬の土瓶である。外面には線刻によって葉状
の文様が象られている。
1層。攪乱では、磁器の人形の一部 (図23-257、259)が出土しているが、全体像は不明である。図23-256
は色絵の蓋物で、清朝磁器の影響を受けたような素描きの非常に細い線によって文様が描かれている。陶器では、
小野相馬とみられる鉢 (図43-251)、京 。信楽の錆絵呉須絵文様のある鉢 (図43-252)、肥前の京焼写しの皿
(図43-253)などがみられる。図43-2541ま、箱庭道具の塔の基部とみられ、鉄釉が施釉されている。図43-255
は円盤状加工品で、2号遺構と3a層。2層下部などから磁器製のものが出土している。図43-256は、窯道具の一
つとみられる。全体が焼けて赤色化しているが、上面の平坦部に変色 していない部分が円形に残っており、製品
を置いて重ね焼きするための道具と考えられる。
(2)土器 (図44～60、図版41～52、表 9～12・30～35)
①整理作業と資料化の方法
土器は、土師質土器、瓦質土器、軟質施釉土器と、近世より古い時代の土器に分類した。
土師質土器については、皿の出土量が桁違いに多かったため、他の種類と同じに扱うことが困難であった。そ
のため、皿、焼塩壼と、それ以外のものの大きく3つに分類して、接合などの作業を行うこととした。瓦質土器
は、大きさや器形が様々で、破片から種類を判断することは難しいため、破片の段階で分類はせずに作業を行っ
ている。また、大型の土師質土器と瓦質土器では、焼成の状態によって、色調では一見して区別しにくいものも
含まれていた。そのため、土師質土器と瓦質土器の中でも接合関係を確認している。土師質土器や軟質施釉土器
は、土人形・土製玩具と、破片の段階では特徴が類似するものもあることから、接合作業の段階では一緒に作業
を行っている。
接合作業は、土師質土器の皿については、最も出土の多い2号遺構だけでも1万5千点を優に超えており、全
体の破片数では2万点以上になる。これらは、いずれも類似した色調、形態をしている。そのため、遺構を超え
ての接合は困難と判断し、同一遺構内での接合にとどめることにした。皿以外の土師質土器や、瓦質土器、軟質
施釉土器については、遺構内での接合の後、遺構を超えての接合を行っている。集計表の点数については、上記
の基準で可能な限り接合、同一個体の認定作業を行った上で、集計をしたものである。
土師質土器の皿については、口縁もしくは底部外周の6分の1以上が残存し、なおかつ器高が半J明するもの、
すなわち口縁端部から底部までが残っており、日径、底径の復元および器高の計測ができるものを抽出し、諸属
性の観察を行った。抽出した資料は、411点である。また、それら411点のうち、器形や調整方法などが特徴的な
もの、墨書が認められるもの、底部に釘穴があるものなどを選択し、124点を図示して掲載している。
土師質土器の皿以外のものと瓦質土器については、器形がわかるものや特徴的な器種などを選んで図示し、そ
の特徴を観察表にまとめている。軟質施釉土器については、図示できるものはなかった。
図化は、実測図の作成からトレースまで、いずれも手作業で行っている。
②土器の出土状況 (表9～刊2)
今回の調査では、コ期のいくつかの遺構から、大量の上師質土器の皿が出土している。その量は、これまでの
仙台城跡の二の丸地区や武家屋敷地区の調査で出土する皿の規模をはるかに超えた量である。また、これらの遺
構では、土師質土器の皿以外にも、焼塩重や瓦質土器なども比較的多く出土している。これまでの調査ではみら
れなかった形の土器類が出土しており、量だけでなく、種類の面でも豊富なことが特徴である。
土師質土器の皿は、特に■期の2号遺構から大量に出土している。2号遺構は、大規模な廃棄土坑であり、土
師質土器以外にも、陶磁器・瓦 。木製品・木簡・動物遺存体・植物遺存体など、いずれの遺物も大量に出土して
いる遺構である。2号遺構は、出土遺物の内容から、仙台城の二の丸からのごみが運ばれて捨てられたものであ
ろうと考えられている (年報19第1分冊、第3分冊)。 2号遺構の坦土では、何力所かで、土師質土器の皿が集中
した状態で検出されており、検出状況から、一括して廃棄されたものであろうと推測される。出土量からみても、
二の丸での宴席などで使用された土師質土器の皿が、 2号遺構に大量に廃棄されたのではないかと考えられる。
土師質土器の皿は、他に、 2層、 2層下部、3a層、H期の4号土坑、18号土坑、24号土坑などから多く出土し
ている。18号土坑、24号土坑についても、遺物の出土状況から、廃棄土坑であろうと推測されている (年報19第
1分冊)。 特に、24号土坑は、 2号遺構に隣接しており、 2号遺構と同様に二の丸からのごみが捨てられた廃棄土
坑であろうと推測される遺構である。そのため、土師質土器の皿の出土量も多くなっているものと考えられる。
土師質土器の皿以外では、焼塩重が合計130点と比較的多く出土している。これまでの調査でも焼塩重はみら
れたものの、その量は限られていた。今回の調査では、 2号遺構から87点、24号土坑から15点と、時期の推測で
きる遺構から比較的まとまった量の焼塩重が出土している。
土師質土器のその他のものや瓦質土器については、皿に比べると、出土する遺構の数はあまり多くはない。そ
の中で、 2号遺構は、耳皿、鉢類、風炉、火鉢、堤炉風日、焙烙、さな、規炉、情鉢、輔羽口など、様々な種類
のものが出土しており、その形態においても多様である。他の遺構では、点数は少ないものの、 I期では14号土
坑、12号溝、Ⅱ期では4号土坑、15号土坑、24号土坑、Ⅲ期では1号柱列、 2号井戸、池状遺構新段階、Ⅳ期で
は11号溝などから、出土が確認される。特に瓦質土器の橋鉢は、わずかではあるが、 I期からⅣ期までの各期の
遺構から出土しており、各期を通じてみられる器種と考えられる。
③近世以前の上器 (表11・12)
近世以前の時代の土器は、 2層から須恵器と縄文土器が、H・I-6区の2層の落ち込みから縄文土器が、そ
れぞれ1点ずつ出土している。しかし、小破片のため、図化できるものはなかった。
2層出土の上器は、縄文が施文されていることは観察されるが、器面の状態が悪いため、縄文原体の種類は不
明である。H・I-6区2層の落ち込み出土の土器は、比較的細かいLR縄文が施文されている。いずれの土器も
縄文が施文されていること以外の特徴はなく、小さい体部破片のため、詳しい時期は不明である。しかし、縄文
の様子から、弥生土器ではなく、縄文土器であろうと推測される。
2層出土の須恵器は、奏と考えられるが、小破片のため、時期などは不明である。
東北大学の青葉山地区、川内地区では、これまでの調査からも、縄文土器や弥生土器、須恵器の出土が確認さ
れている。青葉山キャンパスには、縄文時代早期を中心に、縄文時代中期・晩期の土器、弥生土器、土師器、石
器など、複数の時期の遺物が出上している (年報11～15、20)。また、川内キャンパスの調査でも、それぞれの
点数は少ないものの、縄文時代中期、弥生時代前期 。中期の遺物、須恵器、石鏃などが出土している (年報13、
14)。川内地区においても、江戸時代以前の時代にも何らかの活動の場があったことが推測される。
④土師質土器
土師質土器は、皿、焼塩重、耳皿、鉢類、風炉、火鉢、規炉風日、焙烙、さな、火消壺、植木鉢などの種類が
出土している。便宜上、皿、焼塩壼、その他の土師質土器に分けて記述していく。
〔皿】(図44～50、図版41～45、表 9。10、30～32)
皿は、20542点出土している。上述のように、これだけの点数があり、類似した形態、色調のものが遺構を超
えて完全に接合することは困難であり、行っていない。そのため、遺構を超えて接合する場合を考えると、実際
の個体数はこれよりはいくらか少なくなる可能性はある。しかし、そのことをふまえても、これまでの調査と比
較して、はるかに多い出土量である。それらの中から、上述の基準に従って411点を抽出し、諸属性の観察を行
った。さらに、そのうち124点を図示して掲載した (図44～50)。
抽出した411点のうち、大多数は2号遺構出土のものである。2号遺構以外では、 1号遺構が6点、24号土坑
が21点、 2層が10点、 2層下部が16点の抽出で、その他は数点ずつの抽出であり、 2号遺構以外では抽出できた
ものはごく少なかった。そのため、遺構ごとの様相や差異を指摘することは難しく、ここでは土師質土器の皿全
体の様相を述べていくこととする。
皿は、すべてロクロ整形のもので、手づくねのものは無い。ロクロ整形で底部を回転糸切りするA類と、器面
にミガキによる再調整を加えるB類に大別できる。A類がほとんどで、B類の数は少ない。B類は、器面全体がミ
ガキ調整されているものと、ロクロナデの後、体部外面から底面にかけて軽くミガキがなされている程度のもの
とがある。B類の内面は、ロクロナデの後、軽くミガキ調整されている場合が多い。
皿A類の底部は、回転糸切 り技法の違いによって、 4種類の痕跡が確認される。技法aとしたものは、通常の
糸切 りで、糸切り痕跡の中心が、底部のどちらか一方に寄るものである。技法bとしたものは、糸切 り痕跡の中
心が底面のほぼ中央に位置し、糸の圧痕と思われるものが、この中心から弧状に伸びるものである。技法a、 bの
それぞれに、右回転と左回転のものが存在する。ミガキが加わる皿B類は、底部の回転糸切り技法がミガキ調整
によって消されており、確認することはできない。
皿の大きさは、口径5～10clll程度の小型のもの、日径10～15cm程度の中型のもの、日径15cm以上の大型のもの
の、大きく3つの大きさがみられる。小型のものと大型のものは、あまり多くはなく、ほとんどが中型のもので
ある。中型のものは、さらにおおよそ日径1lclll前後、12cm前後、13～14cm程度の3群にわけられる可能性が考え
られる。小型のものについても、数は少ないながらも、おおよそ5.5～6cm程度、7cm前後、8.5～9.5cm程度にまと
まりがみられるものと考えられる。器高は、小型のものでは1～2cm程度、中型では2～3cm程度、大型では4cm弱
程度になる。また、中型の中には、器高が2cmに満たないものが、数は少ないものの存在する。これらは、他の
中型のものと比べて、見た日にも浅い印象を受ける皿である。ミガキ調整されるB類は、小型と中型のものにみ
られ、大型のものでB類はみられなかった。B類の点数が少ないため、明確なまとまりはみられないが、中型の
うち口径11～12cm程度のものが数点みられる。上述の器高2cm以下の浅いものは、このB類にもいくつか存在す
る。
皿の中には、炭化物が付着するものが存在し、その付着の仕方にはいくつかの種類がみられる。日縁の1カ所
にわずかに付着するもの (図44-1・3、 図47-64)、口縁の数力所に付着するもの (図44-5'6。13・17、 図
46-38、図48-77・84、図49-93、図50-123)、日縁部付近を一周するように付着するもの (図45-20、図48-
82、 図50-■4)、回縁から内面にかけてびっしりと付着し、外面にも付着するもの、(図44-14、図46-40、図
47-62)などがみられる。このような付着物は、以前の調査で出土した土師質土器の皿にもみられたが、今回の
資料では、特に付着の仕方の多様さが観察される。口縁の1カ所や数力所に付着する程度のものは、日縁部に軽
くススが付着するか、焼け焦げたように変色している程度である。一方、日縁部一周や内外面にもびっしりと付
着するものでは、炭化物の付着が繰り返された結果、炭化物はタール状になり、厚みがある状態になっている。
これらは、土師質土器の皿を、灯火具として再利用した痕跡と考えられる。付着の状態の差は、数回使用しただ
けで廃棄されたものと、繰り返し使われたものとの違いによるものであろう。
これら以外の炭化物の付着も観察される。図47-63・67では、底部にのみ炭化物の付着がみられる。その状態
から、底部で火を灯したような痕跡かと考えられる。図44-8、図47-62、図48-84、図49-93、図50-■4・
123については、炭化物が付着するだけでなく、器面全体が煤けており、断面を見ると内部まで黒色化した状態
になっている。図46-341よ、器のおおよそ半分について、表面が煤状に黒色化した状態である。図47-541ま、外
面全体と、底部内面の中央部分が煤けた状態である。その状態から、焙烙のように、何かを入れて煎った痕跡の
ように観察される。
炭化物以外とみられる付着物も、いくつか観察される (図46-41、図47-59・68、図50-110。119)。図46-41、
図47-59、図50-110・119では、液体状のものが入っていた痕跡が内面に観察される。図46-41、図50-110。119
は、日視で墨汁のように観察される。図47-59については、液体状ではあるが、墨汁ではないものと考えられる。
図47-68は、日縁外面が一定幅で変色しており、再利用されたときの使用法に関係があるものと考えられる。
図44-12、図45-29は、褐色の付着物が器面に付着している。図48-87、図49-96は、液体が染み込んだよう
なシミが、器面にまだらに観察される。これらは、皿を使用した際に付着したものなのか、廃棄された後、堆積
中に付着したものなのか、不明である。
図48-71は、底部に穿孔があり、その痕跡から焼成後に穿孔されたものと推測される。このような土師質土器
の皿は、以前の調査からも出土しており、二の九地区第17地点の調査からは、孔に鉄釘が残存しているものも出
土している (年報18)。このことから、図48-71の穿子とも、釘などで固定するためのものと推測され、灯明台に
付属する灯明皿として使われたのではないかと考えられる。今回出土した木製品の中には、「切灯台」と呼ばれ
る灯明台の一部が出土している (年報19第4分冊W-265～268)。図48-71の灯明皿が、これらの灯明台と一緒に
使われていたものかどうかはわからないが、「切灯台」の一部として使われていた皿の可能性が考えられる。図
48-73にも底部に穿孔がみられる。この穿孔は、焼成前に穿たれたものではないかと推測され、図48-71の穿孔
とはやや様相が異なる。
土師質土器の皿には、墨書が確認されるものもみられる。CH-19、65、 78、 85、99～1021ま、墨の痕は確認さ
れるが、小破片のため、観察表のみの提示とした。CH-52、53、66、 75、761よ、写真のみの提示である。図
45-27は、ミガキがなされた皿で、内外面に墨書がある。破損や文字の消えた箇所があるため、読解はできなか
つた。図46-491よ、内面に菊のような花の絵が描かれている。図48-701ま、内外面ともにミガキ調整された皿で、
内面に梅の枝のような絵が描かれている。図49-98は、底部の内外面ともに墨痕がみられる①墨痕の様子から、
習書や記号などではなく、硯代わりに筆先を整えるのに用いられたような状況が観察される。
【焼塩壺】(図51・52、図版46、表 9・10、33)
焼塩壺126点、焼塩壷の蓋4点が出土している。そのうち、22点を図示し、掲載した (図51・52)。焼塩壼は、
I期では13号土坑、Ⅱ期は1号遺構、 2号遺構、4号土坑、24号土坑、Ⅲ期は17号土坑から出土している。
出上した焼塩壼は、大きくは、畿内系と考えられるものと、地元産と考えられるものに分けられる。
畿内系と考えられる焼塩壺は、図51-132、136、137である。これらには、「泉州麻生」の刻印がみられ、外面
は横ナデの調整痕が観察される。粘土板を筒状にして成形しており、底部には粘土塊が充填されている。内面は、
成形時の上台などを抜いた痕跡なのか、回転させながら何かを引き抜いたような痕と、布目の痕跡が観察される。
体部上半にロクロによるナデの痕跡が確認される。胎土は白っばい。このような焼塩重は、2号遺構の3点の他、
図示しなかったが4号土坑、 2層と2層下部から3点が出土しており、計6点が確認されている。
図51-1421よ、Ⅱ期の4号土坑から出土している。ロクロ成形で、器厚や底部は薄手であり、外面はナデ調整
されている。二の九地区第17地点から出土した焼塩重に類似するものがみられる (年報18 CH-59・64)。この
ような焼塩壼は、この1点のみの出土である。
図51-143は、2層からの出土である。ロクロ成形ではなく、器面の調整も丁寧ではない。以前の調査で、二
の九地区第9地点から出土している畿内産の焼塩壼 (年報8登録番号715)に、胎上、器面調整などが似ている
が、久損部分が多いため、断定はできない。このような焼塩重は、この1点のみの出土である。
また、畿内系の焼塩重の蓋と考えられるものが出土している。図51-145・146は、いずれも2号遺構からの出
土である。蓋は、型作 りで、内面には布目痕が観察される。
地元産と考えられる焼塩壼も、いくつかの種類がみられる。最も多いのは、ロクロ成形で、底の厚いコップ状
の形態をしたものである (図51-126～131、133～135、138～141、144)。外面体部下半には格子タタキが施され
る。畿内系の焼塩壺の胎土が自っばいのに舟し、このタイプのものは赤みを帯びた胎土である。体部下半がやや
太めのもの、細めなもの、器高が小振りのものなど、多少の差異はあるものの、全体的な形状に大きな違いはみ
てとれない。ただし、図51-128。130。141・144については、他のものよりも器高が高く、それに応じて、 くば
み部分も深くなっている。図51-128。130は、体部下半の格子タタキが、他のものとはやや異なり、格子目の形
が縦長である。これらはH期の2号遺構、24号土坑からの出上がほとんどで、それ以外では3a層。2層下部、 2
層、 1層。攪乱からわずかに出土しているのみである。以前の調査では、二の九地区第5地点、第17地点の調査
において、同様の形態のものが出土している (年報6、 9、 18)。
また、これらとは少し様相が異なるが、地元産と考えられる焼塩重が出土している (図51-125)。図51-125
は、ロクロ成形で、コップ状の形態はしているものの、底は厚くない。体部上半は欠損しているため不明である。
体部下半には、格子タタキが施されている。格子目の形は、上述の図51-128、130よりも、さらに縦長で特徴的
である。胎土は、上述の地元産焼塩重と類似した赤みを帯びた胎土である。I期の13号土坑から出土しており、
Ⅱ期の遺構から出土したものよりは古いタイプの焼塩壼の可能性が考えられる。このような焼塩壼は、図示しな
かったものを含めて、 5点出土している。
【その他】(図52～55、図版47～49、表 9。10、34)
土師質土器のその他のものは、96点出土しており、そのうち21点を図示した (図52～55)。I期、Ⅳ期の遺構
からは出土していない。Ⅲ期でも、石敷遺構から鉢類が1点出土しただけである。
最も多く出土するのは、コ期の2号遺構からで、鉢類、風炉、火鉢、耳皿、規炉風日、焙烙、さななど、47点が
出土している。風炉は、 2号遺構から3点出土しており、そのうち2点を図示した (図52-149、図54-161)。図
52-149は、風炉の前方にある窓部分が全て開き、眉と呼ばれる日縁部分が繋がらない「道安風炉」と呼ばれる種
類にあたる (千宗室1966)。外面は丁寧にミガキ調整され、三足の脚が付くものと考えられるが、 1つのみの残存
である。図54-161も、窓が全て開く形態であるが、図52-149とは異なり、脚は付かない。底面以外の内面が黒色
に変色しており、炉として使用された痕跡であろうと考えられる。麻布台一丁目遺跡 (港区麻布台一丁目遺跡調査
会1986)で出土した鉢類C型ハ種と形態的に類似する点もみられるが、それより口径、器高とも小型である。
図53-154は、規炉風口である。多摩地方の民具資料の中に、木枠を組み、内部を壁土で回めて構築されたシ
チリンがあり、内部には箱形の土製品が置かれる (米川幸子1992・2000)。図53-1541よ、この箱形の上製品と同
様の器形をしており、規炉 (シチリン)に付随して使用されたものと考えられる。
焙烙は、18点出土しており、 3点を図示した (図53-156、図54-160。162)。いずれも丸底で、日縁部は直立
するか、軽く外傾する器形をしている。図53-156は、内面に剥落痕が3カ所に観察され、内耳を持つものであろ
うと考えられるが、内耳自体は欠損している。外面は、底部付近までロクロナデの痕跡が確認される。図54-
160'162には、内耳の痕跡は確認されない。外面の調整も、日縁部付近はロクロナデであるが、底部付近は意図
的にざらざらした器面に調整していることが観察される。これらは、外面の調整や内耳の有無など、図53-156
とはまた異なるタイプの焙烙と考えられる。これまでの仙台城跡二の丸地区や武家屋敷地区の調査で出土した焙
烙は、二の九地区第9地点から出土した18世紀後葉の資料が最も古いものであった (年報8)。それは、円形の本
体部に、把手を付けた、フライパンのような形態をしたものである。また、18世紀末～19世紀初頭になると、軟
質施釉陶器の焙烙が出現するが、これもまたフライパン形である。江戸の遺跡で多く出土する九底や内耳の焙烙
の確実な例は確認されていなかった。今回の資料は、18世紀前葉の遺構からの出土であり、これまでより古い時
期に焙烙が存在したことが認められる。また、これまでみられなかった内耳や丸底の焙烙が、仙台城でも出土す
ることが確認された。
耳皿は5点出土しており、いずれも2号遺構からの出土である。そのうち1点を図示した (図53-153)。ロク
ロ成形で、回転糸切り後、両側面を曲げて作られている。ミガキによる再調整はないものとみられる。
図52-1501ま、回縁部が内外面両側にやや突出した断面形態をしており、軽く外傾する器形である。瓦質土器
の火鉢の中に、このような器形のものがみられることから、土師質ではあるが、同様に火鉢と分類した。しかし、
体部以下が欠損しているため、他の種類である可能性も考えられる。内面はロクロナデ、日縁部と外面はミガキ
調整されている。
鉢類としたものは、鉢状の形態をしているが、用途が不明なため、それ以上の分類が難しいものをまとめてい
る (図52-151・152、図53-155。157・158、図54-163)。図52-151、図53-155、図54-1631ま、日縁部が内彎
し、丸みを帯びた形を示している。3点とも大きさはほぼ同じ程度である。図53-155、図54-163では、日唇部
から外面がミガキ調整され、図52-151は日縁の湾曲がやや強い。図52-152は、日縁部の内側が突出しており、
内側が敲打痕のように欠けている。図53-157は、体部上半に軽い屈曲を持ち、 2条の平行沈線文が施されてい
る。胎土は、他のものに比べて白っぽい。図53-158は、不正円形をしており、外面はミガキ調整されている。
煤の付着が顕著で、外面はほぼ全面に、内面は日縁部付近と底部に煤の付着がみられる。
図53-159は、土師質土器の皿を加工したと考えられるが、種類は不明である。底部の中央に径3cmほどの孔が
穿たれている。また、中央の孔を挟んで、向かい合わせに数個の小子しがみられるが、破損しており全体は不明で
ある。中央の子し、小了しのいずれも焼成前に穿子とされているものと考えられる。
その他の遺構では、 1号遺構から鉢類、規炉風日が1点ずつ出土している (図52-147・148)。図52-1471よ、
器形から用途を断定できなかったため、鉢類とした。底部には三足の脚が付くと思われるが、 1つのみの残存で
ある。口縁部は内彎している。外面はミガキ調整されている。図52-1481よ規炉風口である。半分が欠損してい
るが、残存部分の大きさ、形態、器面調整などは、図53-154とよく類似している。
遺構以外では、3a層から幡鉢 (図54-164)、 2層下部から鉢類 (図54-165。166)、 2層から植木鉢 (図55-
167)などが出土している。図54-165の鉢類は、用途不明である。脚が付き、日縁は平坦ではなく、波状になる
ものとみられる。口唇部は敲打痕のような痕跡がみられるが、表面の剥落の可能性もあり、明確ではない。図
54-166の鉢類は、脚が3カ所に付き、底部には刻印が観察される。外面は、樹皮を真似た凹凸がみられ、木の
節のようなモチーフがあり、全体として木の切り株のような意匠になっているものと考えられる。用途は不明で
ある。図55-1671よ、底部に孔があることから、植木鉢と考えられる。高台には、 3カ所にアーチ状の切り込み
が加えられている。
③瓦質土器 (図55～60、図版49～52、表 9・lo、35)
瓦質土器は、火鉢、蚊遣、情鉢、五徳、十能、規炉、姑渦、輔羽口、植木鉢、三菱類、鉢類などがみられた。
重甕類は、火消し壷などが含まれると考えられるが、破片資料のため、特定できないものをまとめている。鉢類
も、破片から種類を特定できなかった様々な「鉢」形のものをまとめている。また、規炉などは、同じ器種でも
形態が実に多様で、江戸出土の土師質土器、瓦質土器とも異なる形態のものが出土している。これらの中から、
形態的特徴がわかるものを中心に37点を図化した (図55～60)。
瓦質土器は、土師質土器に比べて点数は少ないものの、各期の遺構から出土している。I期の遺構では、13号
土坑から重奏類 (図55-1)、14号土坑からlH蝸(図55-2)、橋鉢 (図55-3)、12号溝からlI蝸(図55-4)、
火鉢 (図55-5)などが出土している。図55-1の重奏類は、底部に受熱痕と思われる変色が観察されることか
ら、火消し壷として使われたのではないかと考えられる。底部には三足の脚が付く。図55-2のlH蝸は内外面と
もに受熱痕とみられる変色がみられる。図55-4の対蝸では内面に受熱の痕跡がみられる。火鉢 (図55-5)は、
日縁部直下に連続した押圧による縄目状の粘土紐貼り付けがあり、その剥落痕も観察される。比較的大型の火鉢
と推測される。
最も多くの瓦質土器が出土する遺構は、Ⅱ期の2号遺構である。2号遺構の瓦質土器のうち、16点を図示した。
2号遺構出土の瓦質土器で最も点数が多いのは火鉢である (図55-7、図56-11・2、図57-13・14、 図58-
19・21、図59-22)。火鉢にも大きさや形態が異なるものがいくつかみられる。図56-11・2、 図57-13、図
58-21、図59-22は、日縁部が内外面両側に突出し、断面がT字状を呈する日縁部形態であり、外面の日縁部直
下に連続した押圧による縄目状の装飾が貝占り付けられるものである。破片のため、わからないものが多いが、図
57-13のように脚を有するものと考えられる。外面はミガキ調整されている。T字状に突出する口縁部の形状や、
日縁部直下の粘土紐による縄目状の装飾も一様ではなく、個体によってさまざまな違いがみられる。図55-7は、
日縁の外側が突出する日縁部形態で、脚を有する器形である。外面に粘土紐による縄目状の装飾はみられない。
口唇部に線刻のようなものが観察されるが、器面の状態がよくないため、詳細はわからない。この土器は、器面
の色調が土師質土器に似ていて、瓦質土器と土師質土器の分類が難しい土器であるが、焼成のよくない瓦質土器
と判断し、瓦質土器に分類している。図57-14は、外面に粘土紐による縄目状の装飾による装飾をもたない火鉢
である。外面は丁寧にミガキ調整され、口縁は内側に突出した断面形態である。火鉢の大きさは、直径30clll程度
のもの (図55-7、図57-13、図59-22)と、それより大きく45cm程度のもの (図58-21)がみられる。また、
3a層出上の火鉢 (図55-6)は、図55-7と類似した器形であるが、直径17.3cmと非常に小型である。
2号遺構からは規炉が9点出上しており、そのうち3点を図示している。図56-8は、体部上半に方形の窓を
持つ器形をしており、その封角の体部下半には、円形の子とが2カ所に穿たれている。破損しているが、日縁部は
窓によって途切れることはない。口縁部はやや内彎する器形である。図58-20も、図56-8に類似した形状の混
炉であるが、異なる点もみられる。図58-20では、窓は日縁部に懸かり、日縁部は窓によって途切れることにな
る。窓の姑角にある2カ所の円形の孔も、図56-8では体部のやや下よりであったが、図58-20では体部上半に
ある。いずれも、底部は欠損しているため、不明である。外面はミガキ調整されている。図57-15は、体部に窓
がある器形の混炉であるが、日縁部は欠損していて不明である。窓の下の部分は外側に張り出すように作られて
いる。三足の脚を有するものと考えられる。体部の上側は受熱痕とみられる変色があるが、底部付近にはみられ
ない。その境は、ちょうど窓の下の張り出し部分に相当することから、底部には灰などを敷き、その上に炭を入
れ、窓から火の加減を調節するといった使われ方がされていたのではないかと考えられる。
図56-91ま、重奏類である。外面はミガキ調整されており、底部に脚は付かない。内面の底部付近は、受熱痕
とみられる変色があることから、壷奏類の中でも、火消し壼として使われたものではないかと考えられる。日縁
部は、蓋が重なる部分のためか、摩滅痕が観察される。図57-18も壺奏類ではないかと考えられるが、日縁部の
みであるため、詳細は不明である。
他のⅡ期の遺構では、4号土坑、15号土坑、18号土坑、19号土坑、22号土坑、24号土坑、17号溝、池状遺構古
段階、 1号井戸などから、数は少ないものの、瓦質土器が出土している。4号土坑から出土した図59-23は、ロ
クロ成形であるが、全体形状、用途ともに不明である。15号土坑では、十能 (図59-24・25)、重奏類 (図59-
26)、鉢類 (図59-27)などが出土している。図59-26の壼奏類は、体部下半に受熟痕とみられる変色があるこ
とから、火消し壼ではないかと考えられる。外面には櫛描文による波状文が描かれている。24号土坑からは、鉢
類 (図59-28)、碗 (図59-29)、火鉢 (図59-30)が出土している。図59-28の鉢類は、外面に刺突と箆描きに
よる文様が描かれている。
Ⅲ期の遺構では、 2号柱列、 2号土坑、 2号井戸、池状遺構新段階などから、 1、 2点ずつの出土がみられる
が、図化できるものはわずかである (図60-31)。図60-31は火鉢で、池状遺構新段階からの出土である。日縁
部は内外面両側に突出し、断面T字状を呈する形態であるが、外面に貼り付けは付かない。
Ⅳ期では、 1号溝、11号溝などから瓦質土器が出土しているが、数はごく少ない。図化できたのは、図60-33
のみである。図60-33は、11号溝からの出土で、炭櫃の口縁部ではないかと考えられる。
これらの他に、 2層と1層・攪乱から出土した瓦質土器のうち、特徴のある器形や調整方法のものを図化した
(図60-32・34～37)。図60-341よ火鉢の脚部などに付く獅子状の装飾ではないかと考えられる。裏には剥落の痕
跡が観察される。図60-32、35は種類不明の瓦質土器である。図60-32では、端部が面取 りのような調整がなさ
れている。図60-35では、外面に凹凸の文様が加えられている。図60-36は、何かの脚部ではないかと考えられ
るが、詳細は不明である。
(3)土製品 (図6刊～64、図版52～54、表11・12、36)
陶器・磁器質でない人形類と、土師質土器と軟質施釉土器のうち実用品ではないと考えられる器類、小型の土
製品をまとめている。土製品は、 2号遺構と、 2層、 1層・攪乱からの出土が多い。I期の遺構からは出土して
おらず、出土が確認されるのはΠ期以降の遺構からである。Ⅱ期では、 2号遺構からの出土が多いが、 2号遺構
からの出土量が他の遺構と比べて突出するという状況はみられない。数点ずつではあるが、Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期を
通じて、比較的多くの遺構から出土が確認されている。出土した161点のうち、特徴のわかる41点を図示した
(図61～64)。土人形とままごと道具などの上製玩具などの種類がみられる。
【土人形】
土人形には、七福神、西行法師、天神、太鼓持ち、童子などの人物を模ったものと、大、狛大、蔦、猿、猪、
魚など動物を模ったものとがみられる。
図61-41ま、七福神の大黒天を模ったものと考えられる。前後合わせの型作りで、中実である。手には小槌を
持ち、背中には袋を背負い、 2つの俵の上に乗っている表現が見て取れる。軟質施釉である。図61-71よ、着物
を着た人物であるが、上半身が久損しているため、詳細は不明である。前後合わせの型作りで、中実であり、底
部からの穿孔が観察される。軟質施釉である。写真のみの掲載であるが、CO-12・13は、いずれも土師質で、
前後合わせ型作りで、中空ある。笠を表現しているとみられる。破片のため断定はできないが、西行法師の笠部
分の可能性が考えられる。図62-15は、天神を模っている。軟質施釉で、前後合わせの型作 り、中実である。笏
を持つ表現がみられ、鳥帽子は欠損している。図63-23は、太鼓持ちと考えられるが、太鼓と左手に当たる部分
のみが残存し、人物部分は欠損している。前後合わせの型作りで、中空である。沈線内に赤色がわずかに残存し
ていることから、彩色されていたことが考えられるが、下地の胡粉塗りはみとめられない。堤焼の伝世品に、太
鼓持ちの人形があり (仙台市博物館1989)、太鼓部分に類似点がみられる。図62-24は、土師質で、前後合わせ
型作りで、中空である。顔の表現など、わかりにくい部分もあり、名称を付し難いため人物としたが、髯の様子
からは男性ではないかと推測される。図64-341よ、土師質で、中空の前後合わせ型作りであるが、後頭部は欠損
している。ふくよかな顔の表現から童子ではないかと考えられる。
動物を模った土人形では、犬や狛犬、猿を表現したものが多い。犬 (図6ユ 8ー、 図63-30、図64-38)|よ、い
ずれも手づくねで、中実である。顔や尾の表現に多少の違いは見られるものの、基本的には尾を巻いて立った犬
を表現しており、共通している。
狛犬としたもの (図63-27・29、図64-36・40)は、犬が台の上に座った状態を表現したものを指している。
いずれも左右合わせの型作りで、図63-271ま中空、それ以外は中実である。図63-27のみ、底部が開回する。図
64-36は、頭部のみのため、座った状態かは判断つかないが、型作りであることと、顔の表現が、手づくねの犬
よりも、狛犬の表現に近いことから、狛犬ではないかと推測される。
猿 (図61-H、図62-20、図63-28)のうち、図62-20、図63-281よ、手づくねで、中実である。図61-11は、
図63-28のような猿の笠部分ではないかと推測される。図62-201よ、座って片膝を付いた状態の猿を表現してい
るが、頭部と手足は欠損している。背中や肩には、細かい沈線で毛が表現されている。図63-281よ、笠を被り、
手を合わせ、片膝を立てたような様子が表されているが、脚は欠損している。笠を被った猿ではないかと推測し
たが、顔は粘土を丸めただけで、顔や毛などの表現はなく、詳しくはわからない。
これら以外にも、鳥、猪、魚などの土人形がみられる。鳥 (図61-9)イま、手づくねで、中実であるが、頭部
は欠損しており、不明である。猪 (図63-26、図64-41)は、いずれも左右合わせの型作りである。図63-26は
中実で、図64-41は中空であり、大きさにも違いがみられる。いずれも横向きの猪で、沈線で牙や毛の表現がな
されている。魚 (図64-32)は、左右合わせの型作 りであり、片側の一部のみが残存している。鱗とえらの表現
がみられる。
【土製玩具】
玩具では、豆奏、蓋、情鉢、器台、土鍋、箱庭道具、羽釜、土鈴などが確認される。豆奏 (図61-1)は、ロ
クロ成形の軟質施釉土器である。後述の構鉢などに成形や調整、施釉の状態が似ていることから、玩具ではない
かと推測される。蓋は、軟質施釉のもの (図61-5)と、土師質のもの (図61-14、図62-18)がある。どちら
もロクロ成形で、大きさにも大きな違いは見られない。上面には粘土を貼り付けたつまみが付くが、図62-18で
は剥落している。豆奏の回径とおおよそ一致することから、この蓋になる可能性が考えられる。橋鉢 (図62-16)
は、ロクロ成形の軟質施釉土器で、悟り日は密ではない。口縁部は三角形状に成形されている。土鍋 (図62-21)
は、実用品のミニチェアで、把手が付 くと考えられるが、欠損している。土師質で、ロクロ成形である。羽釜
(図64-39)は、土師質で、ロクロ成形である。器台としたもの (図61-6、図62-17、図64-35)は、これまで
の調査においてもたびたび出土する器種で、今回の調査においても19点が出土しており、比較的出土数の多いも
のである。しかし、その器形から使い方を判断することが難しく、実用品なのか、玩具であるのかは不明である。
江戸出土のミニチュアでは盃台に形が近いが、器台の方がやや大きめであることと、盃を置くであろう平坦面が、
器台では平坦ではなく内側に傾いているなどの違いもあるため、同様のものであるのかどうかを判断することは
難しい。ロクロ成形で、土師質と軟質施釉の両方が確認される。
これらのような玩具は、ほとんどのものは、ままごとなどに使われる実用品のミニチュアであると考えられる。
しかし、実用品にその原型を求められない器台や、実用品と玩具の両方の可能性が考えられる豆奏など、分類の
難しいものも含まれている。
土鈴 (図61-3、図62-19。22、図64-33)は、玩具の中でも比較的多く出土する種類で、これまでの二の丸
地区や武家屋敷地区の調査においても多数確認されている。大きさに大小はあるものの、いずれも基本的には似
たような形をしている。手づくねで、中空になっており、上部にはつまみと小孔がある。つまみ部分を内部から
御察すると、つまみ部分を成形した際に生じる絞り目が顕著に観察される。図64-33には、内部に土玉があり、
振ると音が鳴ることから、破損しなければ、いずれもこのような状態であったと推測される。
箱庭道具は、図64-37の1点のみの出土である。型作 りの中実で、姑角線部分で貼り合わせて作られている。
頂部と底部から穿孔されているが、貫通はしていない。多重塔であるが、欠損しているため、何層なのかは不明
である。窓は正面と両側面に付けられているが、背面にはない。
(4)瓦(図65～70、図版55～57、表37～47)
瓦の分類・集計・計測の基準は、年報 6。 7・ 8。9で示しており、年報18では、新たに設定した種類を含め
て、改めて分類基準をまとめている。平瓦、平瓦1類、平瓦2類の分類については、確実に平瓦と判断できるもの
を平瓦とし、反りがあり平瓦、桟瓦、軒桟瓦の一部である可能性があるものを平瓦1類とした。平瓦2類とした
ものは、反りがなく、平坦な瓦をまとめている。板塀瓦などの破片で、平坦な部分のみが残存しているような場
合は、平瓦2類に含まれる。また、桟のない板塀瓦 (彎曲をもたず平坦なもの)としてきたものを、板状瓦とし
て分類している。丸瓦と丸瓦類の分類については、瓦当面がなく軒丸瓦でないことが確実なものについては丸瓦
とし、玉縁部分のみが残存したものや、瓦当部分の有無が確認できないなど、軒丸瓦の可能性の残るものは丸瓦
類として分類した。軒丸瓦、軒平瓦、桟瓦、軒桟瓦、板塀瓦、T字瓦、棟瓦、面戸瓦、輪違い、鬼瓦の分類基準
は従来通りである。今回報告する資料の分類基準も、基本的に年報18に準じている。
今回の資料では、軒平瓦、軒丸瓦、平瓦 (1類・2類)、 丸瓦、九瓦類、軒桟瓦、桟瓦、板塀瓦、板状瓦、面
戸瓦、輪違い、棟瓦、袖瓦、角桟冠瓦、鬼瓦、すえもの、英斗瓦の18種類である。そのほかに、特殊な形状の瓦
で用途や名称が明確でないものや、鬼瓦の一部と思われるが断定できないものについては、その他の瓦として分
類している。また、小破片で分類自体が困難な資料は、不明瓦として分類・集計を行っている。
分類・集計した瓦のうち、年報6に示した基準に従って、計測できるものを抽出し、諸属性の観察を行った。
図示したものは、それぞれの種類の中で、よく特徴を示しているものなどを中心に選択的に提示している。また、
刻印やヘラ描きなどの認められる瓦は、種類や残存の度合いに関係なく、全てを提示している (図65～70)。
今回の調査では、 2号遺構から2288点の瓦が出上しており、他の遺構と比較して出土量が多い。これまでの調
査では、二の九地区からは非常に多くの瓦が出土しているが、武家屋敷地区の調査では、瓦の出土は少ないのが
通常であり、比較的多く出上した層序や遺構でも、100～200点程度である。2号遺構は、二の九からのごみが廃
棄された土坑であると考えられるため (年報19第1分冊)、 武家屋敷地区の遺構ではあるが、瓦の出土量が多いも
のと考えられる。2号遺構出上の瓦は、軒平瓦、軒丸瓦、板塀瓦、面戸瓦、輪違い、え斗瓦、袖瓦など、出土す
る瓦の種類が多いことも特徴である。
他では、 2層から507点、24号土坑から150点の瓦が出土している。24号土坑は、 2号遺構に隣接し、 2号遺構
と同様に、二の丸からのごみが運ばれた廃棄土坑と考えられており (年報19第2分冊)、 そのため、瓦の出土量
も多いものと推測される。
【古代の瓦】(図65、図版55、表13～15、37)
2層からの出上である (図65-1)。2層は、主に明治期の遺物が出土している層であるため、下層からの混
入であると考えられる。小破片のため、瓦の種類を特定することは困難である。上面には布目があり、下面は縄
目が観察される。供伴する遺物もないため、詳細な時期は不明である。
(軒丸瓦】(図65、図版55、表13～15、38)
軒丸瓦は、86点出土している。そのほとんどがⅡ期の遺構からの出土で、中でも62点が2号遺構からの出土で
ある。I期、Ⅲ期の遺構からは出土していない。
瓦当文様は、三引両文2点(図65-8)、連珠三巴文26点(図65-2・3 6・7)、九曜文15点(図65-4・5)、三
巴文1点、菊花文1点 (図65-9)、無文3点がみられた。菊花文と無文のものは、いずれも1層。攪乱からの出
土である。瓦当文様の構成は、これまでの二の九地区の調査と変わりない。連珠三巴文のうち、巻きの観察がで
きるものでは、左巻き10点、右巻き6点である。三巴文は左巻きである。
瓦当直径が計測できたものは6点で、連珠三巴文と九曜文のものである。瓦当直径16.5～17.7cm、周縁幅2.2～
2.5cm程度と、大きさに違いはみられなかった。これらは2号遺構、24号土坑、3a層からの出土である。
【軒平瓦】(図66、図版55、表司3～15、39)
軒平瓦は、21点出土している。基本層と2号遺構、 4号溝からの出土で、 2号遺構が最も多い。
瓦当文様は、 2号遺構出上のものでは、雪持笹十唐草2類(図66-10)が3点、四弁花十唐草3dtt P(図66-
11)が1点で、唐草2類のみわかるもの1点、唐草3b類?のみわかるもの (図66-12)1点、唐草3c類のみわか
るもの (図66-13)1点、無文が1点と、文様にあまりまとまりはみられない。2層出上のものでは、唐草5類
が2点、 2層下部では唐車6類 ?が1点であった。破片資料が多く、瓦当文様の組み合わせ全体がわかるものは
少なかった。
【軒桟瓦】(図66、図版55、表13～15、40)
軒桟瓦は、31点出土している。そのうち、ほとんどが1層。攪乱からの出土で、他に2層とⅢ期の2号土坑か
らわずかに出土するのみである。瓦当面の文様全体がわかるものは、図66-14のみである。2号土坑からの出土
で、小巴部分は左巻きの三巴文、垂れ部分は三枚笹2b類+唐草5類である。その他の瓦当文様は、 1層・攪乱出
土では、三巴文が3点確認された以外は、すべて無文のものであった。2層出上では、小巴部分に三巴文、垂れ
部分に唐草5類の文様がそれぞれ1点ずつ確認される。小巴部分の三巴文が確認されたものは6点であり、すべ
て左巻きのものであった。
【丸瓦】(図67、図版55、表13～15、41)
丸瓦と特定できたのは147点である。そのうち1点を図示した (図67-18)。2号遺構からの出土が最も多い。
完形のものはなく、全長がわかるものはなかった。計測できたものでは、幅は14.2～15.7cmであった。
【丸瓦類】(図66、図版55、表13～15、42)
九瓦類は、706点出土している。2号遺構からの出土数が最も多いが、Ⅱ期では比較的多くの遺構から数点ず
つの出土が確認される。九瓦類は破片資料が多く、完形のものはなかった。そのため、全長が計測できるものも
なかった。そのうち1点を図示した (図66-15)。玉縁側に釘穴が1カ所確認される。
【面戸瓦】(図67、図版56、表13～司5、 43)
18点出土しており、 2号遺構からの出土が多い。そのうち、残りのよい2点を掲載した (図67-22・3)。図
67-22と図67-23では、丸みの強さが異なり、断面形状に違いがみられる。長さが計測できたものでは、9cm前
後のものが多いが、7.4cmから10 3cmまでがみられ、多少ばらつきがみられる。幅が計測できたものは少ないが、
13,7cm前後のものがいくつかみられ、14.8cmのものも1点みられる。
【輪違い】(図68、図版56、表13～司5、 44)
出土したのは全体で7点と非常に少ない。計測可能なものは3点で、そのうち2点を図示した (図68-24・25)。
図68-24・251よ、上幅・下幅とも同じような大きさであるが、長さが13.5cmと11.3cmと多少の違いがみられる。
〔その他の瓦】(図67～69、図版56・57、表司3～15、45)
その他に、板塀瓦 (図67-20)、板状瓦 (図67-21)、え半瓦 (図68-26・27)、鬼瓦 (図69-28)、留蓋 (図
68-29)、不明瓦 (図69-30。31)などの瓦を掲載した。
板塀瓦は101点出土している。2号遺構と2層からの出土が多い。破片資料が多く、長さ、幅などの全体形状
が半J明するものはなかった。桟の断面形状は、方形のものがほとんどであるが、九みを帯びるものもごくわずか
にみられる。図67-20は、溝が確認されるが、溝があるものは、全体の中ではごくわずかである。
板状瓦としたものは、以前は桟のない板塀瓦と分類していたものである。しかし、桟がないため、用途を板塀
瓦に特定することが難しいことから、『年報18』より「板状瓦」として分類している。今回の調査では、図67-
21のみの出土である。図67-21は、反りのない方形で、 2カ所の釘穴が確認される。
憂斗瓦は、 I期の12号溝と、Ⅱ期の2号遺構からのみの出上で、合計12点出土している。そのうち、 2点を掲
載した (図68-26。27)。長さが計測できるものはなく、幅では12cm前後のものが多いが、15clll程のものもみら
れる。図68-26・27では、凹面にそれぞれ3条と1条の筋が入れられている。
鬼瓦は、3点出土しているが、いずれも1層・攪乱からの出土である。そのうち、1点を掲載した (図69-28)。
欠損箇所があるため、詳しいことはわからないが、並型の跨鬼の一種である可能性が考えられる。裏面はなく、
中央部に瓦を結びつけるための龍頭が付いている。
不明瓦とした図69-30。31は、平瓦1類と同じような形をしているが、平瓦1類にはみられない溝が凹面にみ
られるものである。
【刻印のある瓦】(図70、図版57、表13～15、46・47)
様々な種類の刻印やヘラ描きが認められる。2号遺構、 2層、 1層。攪乱から出土のものにみられるが、ほと
んどが2号遺構と1層・攪乱である。瓦の種類では、平瓦1類と桟瓦に多く、丸瓦類にもみられる (表42、46。
47)。刻印には、片仮名1文字、あるいは2文字のもの、記号のようなもの、屋号のようなもの、人名とみられ
る漢字のものなどがみられる。
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Fig.3 Porcelains from BK7(3)
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Fig 5 Porcelains from BK7(5)
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Fig.10 POrcelains from BK7(10)
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Fig.1l POrcelains from BK7(11)
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Fig.12 Porcelttns from BK7(12)
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Fign3 Porcelains tom BK7(13)
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図14 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (14)
Fig.14 Porcelainsとom BK7(14)
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図15 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (15)
Hg。15 Porcelains from BK7(15)
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図16 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (16)
Fig。16 Porcelains from BK7(16)
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Fig■7 Porcelainsとom BK7(17)
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図19 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (19)
Fig.19 Porcelains from BK7(19)
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Fig.21 Porcelainsとom BK7(21)
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Fig。22 POrcelainsとom BK7(22)
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図24 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (1)
Fig.24 Glazed ceramics frOm BK7(1)
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図25 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (2)
Fig.25 Glazed ceramics tOm BK7(2)
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図26 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (3)
Fig.26 Glazed ceranics from BK7(3)
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Fig28 Glazed ceramics tom BK7(5)
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図29 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (6)
Fig。29 Glazed ceramics from BK7(6)
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Fig 30 Glazed ceramics frOm BK7(7)
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図31 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (3)
Fig.31 Glazed ceramics tom BK7(8)
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図33 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (10)
Fig 33 Glazed ceramics iom BK7(10)
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図35 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (12)
Fig.35 Glazed ceramics from BK7(12)
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Fig.37 Glazed ceramics from BK7(14)
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Fig。39 Glazed ceramics from BK7(16)
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図40 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (17)
Fig.40 Glazed ceramics,om BK7(17)
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図42 武家屋致地区第7地点出土陶器
Fig 42 Glazed ceramics from BK7
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図43 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (20)
Fig.43 Glazed ceramics from BK7(20)
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図44 武家屋敷地区第7地点出土土器
Fig 44 Unglazed ceramics from BK7
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Fig.45 Unglazed ceramics from BK7
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図46 武家屋敷地区第7地点出土土器 (3)
Fig,46 Unglazed ceramicsとom BK7(3)
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図47 武家屋敷地区第7地点出土土器
Fig,47 Unglatted ceramics from BK7
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図49 武家屋敷地区第7地点出土土器 (6)
Fig.49 Unglazed ceramics from BK7(6)
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Fig.51 Unglazed ceramics from BK7(8)
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図52 武家屋敷地区第 7地点出土土器 (9)
Fig.52 Unglazed ceramics iom BK7(9)
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図53 武家屋敷地区第7地点出土土器 (10)
Fig.53 Ungiazed ceramics from BK7(10)
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Fig.54 Unglazed ceramicsとom BK7
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Unglazed ceramics from BK7(12)
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図59 武家屋数地区第7地点出土土器 (16)
Fig。59 Unglazed ceramicsとom BK7(16)
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図61 武家屋敷地区第7地点出土土製品 (1)
Fig.61 Clay obiectS and iguresとOm BK7(1)
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図63 武家屋敷地区第7地点出土土製品 (3)
Fig.63 Clay obiects and ngures from BK7(3)
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図65 武家屋敷地区第7地点出土古代瓦・軒丸瓦
Fig,65  Ancient roof dle and round eaves tiles from BK7
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Fig.66 Flat eaves tiles,eaves―pan dles nd round roof dle from BK7
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図67 武家屋敷地区第7地点出土丸瓦・板塀瓦・板状瓦・面戸瓦
Fig.67 Round roof tile,pan dle used for fence and various tiles from BK7
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Fig 68 Various dles from BK7
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Fig.69 Terrninal ridge―end de and va?ous dles from BK7
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ヽ
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ヽ
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瓶
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瓶
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滴
P
l
5
5
号
土
坑
κ 号
土
坑
1
1
]
号土
坑
1
1
l
l
l
号土
坑
1
l
灰
吹
1
1
2
号土
坑
1
ユ
ユ
1
1
5
号 土
坑
l
l
1
ユ
l
l
ユ
身
l
身
ユ
水
滴
?
1
1
6
号 土
坑
l
1
8
号 土
坑
1
l
l
l
1
(
1
瓶
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滴
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1
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号 溝
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吹
1
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号 溝
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瓶
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l
1
2
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l
1
2
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号 溝
2
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ユ
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瓶
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器
1
、
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滴
?
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戸
ユ
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戸
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井
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Ⅱ
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5
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列
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中
2
、
小
2
灰
吹
1
蓋
]
1
7
号 土
坑
1
]
l
]
Z
号
溝
3
号 溝
l
l
5
号
溝
7
号
溝
l
l
1
表
4
 武
家
屋
敷
地
区
第
7
地 点
出
土
磁
器
集
計
表
(
4
)
T
a
b
.
4
 
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
o
f
 
p
o
r
c
e
l
a
i
n
s
 
a
t
 
B
K
7
(
4
)
? ?? ?
? ??
?
中
碗
小
 
碗
?
?
?
?
?
皿
?? ? ?
?
?
?
?
?
鉢
袋
物
?
?
?
?
? 紅 猪 口
??
?
??
?
?
?
?
?
そ の 他
??? ?
?
?
??
?
? ?
?
?
??
?
?
?
?
??
??
? ??
?
? ?
?
?
??? ??
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?
?
?
?
?
/
1
ヽ
中 皿
??
??
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
そ の 他
??? ?
1
4
号 溝
1
8
号 溝
1
2
1
9
号 溝
水
注
l
ユ
〕6
号 溝
l
l
1
1
〕 号
井
戸
l
l
池
状
遺
構
新
段
階
4
ユ
1
1
1
4
中
3
、
瓶
類
2
身
2
1
人
形
P
l
、
急
須
?
1
石
敷
遺
構
ユ
1
]
1
3
瓶
類
ユ
l
桝
埋
設
遺
橋
踊
埋
設
遺
構
l
1
Ⅲ
期
の
ピ
ッ
ト
1
l
1
1
1
]
■
1
円
盤
状
1
l
l
Ⅲ
期
の
遺
構
小
計
9
4
l
1
l
]
4
l
1
号土
坑
ユ
l
7
1
l
1
爛
徳
利
1
、
大
1
中
1
、
瓶
類
1
台
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ユ
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鉢
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中
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瓶
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猪
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炉
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灰
吹
1
l
部
猪
口
l
、
蓋
1
l
〕a
層
1
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鉢
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猪
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l
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P
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・
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2
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猪
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瓶
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燭
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表9 武家屋敷地区第7地点出土土師質土器・瓦質土器集計表 (1)
Tab 9 Distribution of unglazed cerarnics at BK7(1)
帰 属 土師質土器
『
暫
合 計その他 火 鉢 壷 墾類 の 他
〕層 1372 4鉢8、 植木鉢1 4
蚊遣蓋l
蚊遣2、 五徳2
+能4、 鉢2
橋鉢5、 植木鉢l
2層下部 588 咤炉風口1、 鉢頬2 4
〕a層 47C ほ鉢ユ 屁炉 1、 炭櫃 1
l層 7 7
不明 17 l l
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?
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蚊遣蓋1、 鉢類ユ 2写 1313
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14号土坑 17 l 艦鉢7、 対蝸3
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24号澪
25号溝 ユ l
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;号溝
)号再 l
!0号溝 l
剤 0武家屋敷地区第7地点出
廷走躊 憩 i晨請 融声
②
Tab.10 Distribution of unI
帰 属 !師質土 ] 合 計皿 の 不 明 そのイ
3サ再
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1号溝
皿号溝 ]
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B'C9。10落込 み 5
H・13・4落込み 8 ユ
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Ⅳ期 の ピ ッ ト 5
Ⅳ期の遺構小計
合計 20542 510 ∈ 2157写
表11 武家屋敷地区第7地点出土軟質施釉土器・土製品集計表 (1)
Tab.1l Distribution oflead glazed soft ceramics and clay igures and clay obiectS at BK7(1)
帰 属 歌 管 柿 ARII十器 土 製 品 その他 合 計焙 烙 その他 十 師 管
2層 4 鍋 l 器台6豆奏2、 蓋ユ
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8号溝
9号溝
10号溝 不明ユ l
13号溝
表12 武家屋敷地区第7地点出土軟質施釉土器・土製品集計表 (2)Tab 12 Distribution oflead glazed soft ceramics and clay igures and clay Obiects at BK7(2)
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Ⅳ期のピット
Ⅳ期の遺構小計 ユ 1 ユ
合計
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表30 武家屋敷地区第7地点出土土師質土器 (皿)観察表 (1)
Tab.30 Notes on unglazed ceramic plates at BK7(1)
?
?
?
? 出上場所 口径 底径 器高
調  整 ?
?
?
炭化物
付着部位 備考 図
?
?
内  面 体部外面 底部終切技法
3H001)号土坑 坦土 ロクロナテ ロクロナテ b 左 口縁
ッ旦υυン13号土坑 埋土 ロクロナデ ロクロナデ 右 44
ッユυυt 12号溝 埋±1層 ロクロナデ ロクロナデ b 右 口縁一部 44
εH00ィ12号溝 埋±1層 ロクロナデ ロクロナデ 右 44
39号構 埋土 ロクロナデ ロクロナテ 右 口縁一部
Z9号溝 埋土 ロクロナデ ロクロナテ 左 口縁一部
ッHυυ′l号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ b 右 44
号遺構 埋土 層 ロクロナデ ロクロナデ 左 口縁一部 器面全体が黒色化 44
号遺構 埋土 層 ロクロナデ ロクロナテ 左 内面底部に黒色のシミ
3H01(み号遺構 埋±1層 ロクロナデ ロクロナデ 左
3H011号遺構 埋土 層 139 ロクロナデ ロクロナテ 右
3H01を 3号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 右 内面に褐色の付着物
3H01〔〕号遺構 坦±2層 124 ロクロナデ ロクロナデ 左 口縁 44
3H0143号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナテ 右 内面全体外面一部
ЭH01〔み号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナテ 右 底部内面一部
3H01(3号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左 体部内面一部
DH01写2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ b 右 口縁一部 内面底部に黒色のシミ
3H01廷3号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナア 右
3H01〔2号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナテ 不明 不 明 墨書有り
ЭH02(2号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左 口縁
3H0212号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左
ЭH02を2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左
B号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナア b 左
3■024B号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明
D■02t 2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左
.・7HυZ(2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ、体部軽いミガキ 不明 不明 口縁一部 ? 内面の一部に黒色のシミ
3H02写2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ミガキ 不明 不 明 内、外面に墨書有り
DH02〔2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ、体部軽いミガキ
?? 不 明
3H02C2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 右 褐色の付着物 45
3H03(2号遺構 埋±2層 125 ロクロナデ ロクロナデ b 右
εH0312号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 左
DH03Zと号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナテ 左 45
εH03こ3号遺構 埋±2層 130 ロクロナデ ロクロナデ 右 45
εH034ι号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 内外面の半分が黒色化
εH03[〕号遺構 埋±2層 104 ロクロナテ ロクロナデ 左 46
DH03(B号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ b 左 46
DH03写〕号遺構 埋±2層 135 ロクロナテ ロクロナデ 左 46
〕号遺構 坦±2層 ロクロナデ
軽いミガキ
ロクロナデ
軽いミガキ b 不 明 口縁一部 46
〕号遺構 埋±2層 ロクロナテ ロクロナデ 不明 46
〕号遺構 坦±2層 ロクロナア ロクロナデ b 右 回縁内面全体
'H041
〕号遺構 埋±2層 ロクロナテ ロクロナデ b 右 内面が黒色化 (液体状)
〕号遺構 埋±2層 ロクロナテ ロクロナテ b 不 明
〕号遺構 埋±2層 ロクロナテ ロクロナデ 左 46
フユυ製 〕号遺構 埋±2層 136 ロクロナテ ロクロナデ 左 46
表31 武家屋敷地区第7地点出土土師質土器 (皿)観察表 (2)
Tab 31 Notes on unglazed cerarnic plates at BK7(2)
???
出上場所 口径 底径 器高
調  整 ?
?
?
? 炭化物
付着部位 備考 図
?
?
内  面 体部外面
?
?
?
?
2号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナテ b 右
υHυ4(2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナテ 右
ЭH04;2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナテ 右
3H04モ2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 右
ЭH04〔2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不明 墨書有り
ЭH05(2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不明
CH0512号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左
εH05涯Z号遺構、埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 不明 墨書有り
CH05〔2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 不明 墨書有り
CH05整3号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 羮内外面一部が黒色化 T
υHυbt2号遺構 埋±2層 ロクロナ八経いミガキ?
日縁ロクロナデ
体部ミガキ ミガキ 不明 缶答表面が白色 47
3H05(Z号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 右 47 43
3H0512号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 右
CH05モ2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ b 右 勺面一部に付着物 47
ッ旦υ5ヽ 2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ b 左 夜体状の付着物
3H06( 2号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左
CH0612号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左 47
3H06をZ号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左 内外面全体 器面全体が黒色化 43
CH06〔2号遺構 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 左 底部内外面一部 43
υHυO(2号遺構 埋±2層 ロクロナ八軽いミガキ
ロクロナ八
軽いミガキ ミガキ 不明 口縁一部 43
ЭH06〔2号遺構 坦±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 不 明 墨書有り
2号遺構 坦±2層
東岸一括 ロクロナデ ロクロナデ 右 曇書有り 43
ッHυ6 2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 底部内面一部
2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 右 口縁外面が同幅で黒色化
2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 左
2号遺構 坦±2b層 ロクロナ八ミガキ ミガキ ミガキ 不 明 口縁一部 ? 墨書有り
3H0712号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 ■央に釘穴が有る 43
2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 左
2号遺構 埋±2b層 左 主部に孔有り 44
3H07イ Z号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 真部に褐色の付着物
3H07〔2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明 墨書有 り 44
し旦U/t2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 墨書有り 44
υHげr 2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ b 右 口縁,体部外面 44
Z号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 墨書有り
3H07〔2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 44
3H08(2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 左 44
3H081Z号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 44
ッHυもZ 2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 内面,体部外面 44
2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 右 44
ЭH08イ2号遺構 坦±2b層 ロクロナデ ミガキ ミガキ 不 明 口縁 器面全体が黒色化 44
3H08〔 2号遺構 埋±2b層 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 不明 墨書有り
ЭH08(ど号遺構 坦±2b層 ロクロナ八軽いミガキ ミガキ ミガキ 不明
3H08写 Z号遺構 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ 左 真部に褐色のシミ
表32 武家屋敷地区第7地点出土土師質土器 (皿)観察表 (3)
Tab 32 Notes on unglazed ceramic plates at BK7(3)
???
出上場所 口径 底径 器 高
調  整 ?
?
?
炭化物
付着部位 備考 図
??
内  面 体部外面 底部糸切技サ
2号遺構 坦±3層 l■7 ロクロナデ ロクロナデ 左 内面底部が黒色化
2号遺構 埋±3層 136 ロクロナデ ロクロナデ 左
2号遺構 坦±3層 ロクロナデ、
軽いミガキ ミガキ 不 明 不 明
3H09: 2号遺構 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ b 右
2号遺構 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ 左
2号遺構 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ 右 ヨ縁 器面全体が黒色
2号遺構 坦±3層 ロクロナデ ロクロナデ 左
2号遺構 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ b 左 内面のみ黒色化
2号遺構 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ 右 内外面に黒褐色のシミ 44
2号遺構 埋±3層 126 ロクロナデ ロクロナデ 左
2号遺構 埋±3層 132 ロクロナデ ロクロナデ b 右 墨書有り 49
2号遺構 埋±3層 ロクロナテ ロクロナデ 墨書有り
3H10(2号遺構 埋±3層 ロクロナテ ロクロナデ 墨書有り?
2号遺構 埋±1層 不明 不 明 墨書有り
DH10と2号遺構 埋±2層 不明 不 明 蓋書有り
3H10〔2号遺構 埋±2b層 202153 ロクロナデ ロクロナデ 左 49
0と 24号土坑 埋土l層 129 ロクロナテ ロクロナデ 不明 49
3H10(24号土坑 埋±1・2層 クロナテ ロクロナデ b 右 殉外面の一部黒色化
24号土坑 埋±1・2層 ロクロナデ ロクロナデ 右
24号土坑 埋±2層 l12 ロクロナデ ロクロナデ 左
3H101 24号土坑 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ 右 均面が黒色化 (渡体状) 45
24号土坑 埋±3層 17 ロクロナテ ロクロナデ b 右
3Hll(24号土坑 埋±3層 ロクロナテ ロクロナデ b 右 殉面が黒色化 (渡体状)
1 24号土坑 坦±3層 ロクロナデ ロクロナデ b 右
DHll24号土坑 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ 不明
【 G9 3a層 ロクロナデ ロクロナデ 右 口縁,内面,底部
1と H8 3a層 ロクロナテ ロクロナデ b 右 口縁 器面全体が黒色化
よ H9 3a層 ロクロナテ ロクロナデ 右
よ 4号土坑 埋±4層 ロクロナデ ロクロナデ 右
DHl4号土坑 埋±9層 ロクロナデ ロクロナデ 右
DHllモ18号土坑 埋土l層 ロクロナデ ロクロナデ b 左 口縁
l〔 28号土坑 埋±2層 ロクロナテ ロクロナデ 左 内面が黒色化 (渡体状)
1号井戸 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明
4号井戸 坦±1層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明
DH12を20号溝 埋±1層 ロクロナデ ロクロナデ b 右
DH12〔10号溝 埋±2層 129 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明 口縁,体部一部 内外面が黒色化
'H12ィ
ピット 埋土 ロクロナデ ロクロナデ 右
???
出上場所
法量 cm
格子目の大きさ 底部糸切調整痕 備 考 図
?
?
口径 底径 器高 くぼみの深さ
3H12513号土坑 埋土 約10× lonul角 a‐不明
3H12(l号遺構 坦±3層 約7×7Dull角 a佐
3H127 を号遺構 坦土l層 約6nul角 a不明
3H128 」号遺構 坦±2層 約10×941111角 aラ生
3H12(〕号遺構 埋±2層 約6Dml角 a‐左 口縁の一部が黒色化
3H13(B号遺構 埋±2層 詢12X12Hul角 不 明
3H131〕号遺構 埋±2層 詢64ull角 b‐左 口縁～体部下半の一部が黒色化
3H13レ2号遺構 埋±2層 春子なし 粘土充填 刻印有「泉州麻生」 46
3H1332号遺構 埋±2層 的6Dull角 不明 46
3H134B号遺構 埋±2層 衛6nllll角 bラ生 口縁～体部下半の一部が黒色化 46
3H13[2号遺構 坦±2層東岸一括 的6uull角 a巧生
ЭH13(3号遺構 埋上2b層 各子なし 粘土充填 刻印有「泉州麻生」
3H13i2号遺構 埋±2b層 各子なし 粘土充填 刻印有「泉州麻生」
3H13こ〕号遺構 埋±2b層 衛6Hul角 a‐右
3H13〔 B号遺構 埋±3層 由5×5Hul角 不明 本部全体に被熟
3H141と4号土坑 埋±2層 的6Hul角 aラ生
ЭH±41 B4号土坑 埋±3層 的8×84ull角 al左 膵部ほぼ全体に被熱
ЭH14ラt号土坑 埋±1層 各子なし 不明
3Hl在D3、 E3 2層 春子なし 不明 白味のある胎土
3H144l層境乱 侍11×6null角 b右
3H14〔2号遺構 埋±2層 ケズリ ?
ナデ 兜塩重 (蓋)内面布目あり
3H14(2号遺構 埋±2層 ナ デ 兜塩壷 (蓋)内面布日あり
表33 武家屋敷地区第7地点出土土師質土器 (焼塩壷)観察表
Tab.33 Notes on unglazed ceramics(used to salⅢmaking and taking) t BK7
講3が蘊鞘寵1`雄蠍詔隧平B融卸露
???
種 類 出上場所
?
?
?
? 底径
?
? 備考 図 ??
3H147琳類 1号遺構 埋±1層 為面ロクロナデ 外面ミガキ
DH14を囁炉風口 1号遺構 埋±3層 最大幅141 器高65 殉外面ナデ
DH14〔Щ炉 2号遺構 埋±2層 258 202殉面ロクロナデ 外面ミガキ ロ縁部ミガキ 47
3H15(火鉢 2号遺構 坦±2層 307 為面ロクロナデ 外面ミガキ ロ縁部ミガキ
3H151本頚 2号遺構 坦±2層 内外面ロクロナデ
εH15,鎌類 2号遺構 坦±2層 殉外面ロクロナデ
3H153耳皿 2号遺構 埋±2層 内外面ロクロナデ
EH154堤炉風口 2号遺構 埋±2層 縦長242 最大幅142最小幅84 器高65 内外面ナデ
3H15[鉢類 2号遺構 坦±2層 内面ロクロナデ 外面ミガキ
∋H15(焙 烙 2号遺構 坦±2層 内外面ロクロナデ 内面に内耳の痕跡か
DH154鉢頚 2号遺構・埋±2b層 殉外面ロクロナデ
DH151鉢類 2号遺構 坦±2b層 殉外面ロクロナデ 外面ミガキ
εH15(不明 2号遺構 連±2b層 殉外面ロクロナデ
DH16(焙烙 2号遺構 坦±2b層 282 殉外面ロクロナデ
DH16風炉 2号遺構 埋±2b層 238 220 108内外面ロクロナデ
εH16;焙烙 2号遺構 坦±2b層 殉外面ロクロナデ
3H16(鉢類 2号遺構 最下層 殉面ロクロナデ 外面ミガキ
3H16橋`鉢 11 3a層 殉外面ロクロナデ
DH16(鉢類 110 2層下部 為面ロクロナデ 外面ナデ ?
DH16(鉢類 110 2層下部 128 125 殉面ナデ 外面樹皮・切株状のモチーフ 底面刻印あり
DH164植木鉢 310 2'膏 殉外面ロクロナデ 49
表35 武家屋敷地区第7地点出土瓦質土器観察表
Tab.35  Notes on fumed ceranlics at BK7
???
器 種 出上場所
???
?
??
調整など 図
??
CG01壷甕類 13号土坑 埋土 123 勺面ロクロナデ 外面ナデ 内部下半受熱変色
CG02ll渦 14号土坑 埋土 勺外面ナデ 49
CG03店鉢 14号土坑 坦土 225 内外面ナデ 指目5条一組
CG04吋鍋 12号溝 坦±1層 内外面ナデ
CG05火鉢 12号溝 坦±1層 4,6 内面ナデ 外面・口縁部ミガキ 凸帯を貼付け前に刺突調整
CG06火鉢 H8 3a層 内外面ロクロナデ ロ縁部ミガキ
CG07火鉢 2号遺構 埋±2b層 内外面ロクロナデ ロ縁内面を打ち欠く 口縁端面に刻み文字 P
CC08咤炉 2号遺構 埋±2層 内面ロクロナデ 外面 。口縁部ミガキ 孔2ケ所
CGl19蓋養類 2号遺構 埋±2層 136 内面ロクロナデ 外面ミガキ 内部下半受熱変色
CG0 鉢類 ぢ号遺構 坦±2層 内面ナデ 外面・口縁部ミガキ
CGl 火鉢 〕号遺構 埋±2層 内面ナデ 外面・口縁部ミガキ
CG2 火鉢 〕号遺構 埋±2層 内面ロクロナデ 外面不明 口縁部ミガキ
CG3 火鉢 〕号遺構 埋±2層
CG4 火鉢 〕号遺構 埋±2b層 内面ロクロナデ 外面・口縁部ミガキ 内面え化物付着
CG5 咤炉 J号遺構 埋±2b層 内面ロクロナデ 外面ミガキ 底部ナデ
CG6 蓋 J号遺構 埋±2b層 内面不明 外面ロクロナデ?型押しの花型文様
CG7 輔羽口 と号遺構 埋±2b層 ぞζ78 内外面ナデ
CC18壷奏類 〕号遺構 埋±2b層 内外面ロクロナデ
CG19火鉢 〕号遺構 埋±3層 内面ロクロナデ 外面ミガキ 底部ナデ
CG20規炉 〕号遺構 埋±3層 内面ナデ 外面・口縁部丁寧なミガキ 孔2ケ所
CG21火鉢 〕号遺構 最下層 内面ロクロナデ 外面・口縁部ミガキ
CG22火鉢 B号遺構 最下層 337 内外面ロクロナデ 外面・口縁都軽いミガキ
CG23不 明 l号土坑 埋±2層 86P 内外面ナデ
CG24十能 15号土坑 埋±2層 内外面ナデ
CG25十能 15号土坑 埋±2層 内外面ナデ
CG26重奏類 15号土坑 埋±2層 177 内外面ロクロナデ 櫛描文 外面戊化物
CG27鉢類 15号土坑 埋±2層 内面ロクロナデ 外面刺突状の文様
CG28鎌類 ,4号土坑 埋±2層 内面ナデ 外面刺突状の文様 ヘラ描支 赤色の顔料 P
CG29宛 B4号土坑 埋±3層 内面不明 外面ナデ
CG30火鉢 を4号土坑 埋土l層 522 内外面ナデ ロ縁部ミガキ
CG31火鉢 也状遺構新段階坦±2層 332 内面ロクロナデ 外面ナデ ロ縁部ミガキ
CG32不 明 =10 2層下部 内外面ナデ
CC33炭櫃 11号溝 埋土 外面ナデ P
CG34火鉢 E2 2'雷 獅子面脚部か ? 60
CG35不明 13 2'詈 内面不明 外面凹凸状の文様
CG36不明 Dl1 2層 最大幅10 脚部か? 内外面ミガキ 底部は摩滅
CG37火鉢 1層・撹乱 内外面ナデ
T融詩藉絆騒継奮締ぜ魁鞣7
登録
番号 出上場所 種  類 素 材
1また 1ま
口 径
bまた は
底 径
cまた は
器 高 特 徴 図
?
?
C0012号遺構 埋±1層 玩具 豆甕 軟質施釉 最大径46cnロク 成形右回転底部回転糸切痕a
C002号遺構 埋±1層 不明 土師質 厚さ06 手づくね 内外面ナデ調整
C0032号遺構 埋±2層 17L具 土鈴 土師質 手づくね 中空内部上面に絞り目が顕著にみられる
C0042号遺構 埋±2層 土人形 七福神 軟質施釉 前後合型作り中実 大黒天 ?
C0052号遺構 埋±2層 死具 蓋 軟質施釉 ロクロ成形 右回転 底部回転糸切痕a
最大径4 5cnつまみ貼付
C0062号遺構 埋±2層 玩具 器台 軟質施釉 ロクロ成形 右回転 底部回転糸切痕b
C0072号遺構 埋±3層 土人形 人物 軟質施釉 前後合型作り中実底部から穿孔 (貫通せず) 6
C00820号溝 埋±1層 土人形 夫 土師質 手づくね 中実 目を沈線で表現
C00937号溝 埋±1層 土人形 鳥 軟質施釉 手づくね中実羽・足は貼付頭部久損 6
C01027号澪 埋±4層 不明 土師質 径24 手づくね 中実 6
COll生号土坑 埋±1層 土人形 猿 ? 土師質 手づくね猿の笠部分か 内面に剥落痕あり笠頂部は貼付
C01218号土坑 埋±2層 土人形 不明 土師質 前後合型作り中空西行法師の笠部分か ?
C01318号土坑 埋±2層 土人形 西行法師 P 土師質 前後合型作り中空西行法師の笠部分か P表面黒色化
CO1420号土坑 埋±1層 玩具 蓋 土師質 ロクロ成形 右回転 底部回転糸切痕a最大径3 9cmつまみ貼付
C01520号土坑 埋±1層 土人形 天神 軟質施釉 前後 合4j作り 中室 鳥幅子 夜椙
C01623号土坑 坦±1層 玩具 括外 軟質施釉 ロクロ成形 左回転 底部回転糸切痕b
C01734号土坑 埋±1層 玩具 器台 土師質 ロクロ成形 右回転 底部回転糸切痕a
C018■0  3a層 玩具 蓋 土師質 ロクロ成形 底部回転糸切痕 回転方向不明最大径4 8cm全体的に摩滅
C019110 3a)雷 玩具 土鈴 土師質 手づくね 中空内部上面に絞り目が顕著にみられる
C020110 3a'膏 土人形 猿 土師質 手づくね 中実 沈線で体毛表現頭・手足・尾は貼付 底部に穿孔あり
C0211号土坑 埋±1層 玩具 土鍋 土師質 ロクロ成形 取っ手は欠落
C02215号土坑埋±2層 玩具 土鈴 土師質 手づくね 中空内部上面に絞り目が顕著にみられる
C02315号土坑埋±2層 土人形 太鼓持ち 土師質 ?後合型作り中空沈線内に着色 (赤)が残る
享さ3 5cm堤焼の人形に類例あり
C02419号土坑埋土ユ層 土人形 人物 土師質 前後合型作り中空 表面は摩滅する
C02510号溝埋土 玩具 屋根 P 土師質 含型作 り 中空 沈線による表現があ り至根以外の可能性もある
C0263号溝埋土 土人形 猪 土師質 生右合型作り中実
C0271号溝埋土 土人形 狛犬 土師質
「
I右合型作り中空底面開口C0282号土坑 埋±1層 土人形 猿 ? 土師質 手づくね 中実 笠は貼付 手に刺突あり
C029H`16 落ち込み 土人形 狛犬 土師質 生右合型作り中実
C030ピツト178 埋土 土人形 犬 土師質 手づくね 中実 尾は貼付 回は切り込み
C0311号柱列 柱16 l●L木鉢 ? 軟質施TEI ロクロ成形 沈線による文様あり
C032 H10 2層下部 土人形 魚 土師質 生右合型作り中空 型による鱗の表現C033 E8 2層下部 玩具 土鈴 土師質 手づくね中空内部に土玉があり、音が鳴る
C034B7 2'膏 土人形 童子 土師質 前後合型作り中空
表面に着色 (赤?)の痕跡あり
C035Hl]2層 玩具 器台 軟質施釉 ロクロ成形 右回転 底部回転糸切痕b
C036H10 2)薔 土人形 狛犬 P 土師質 生右合型作り中実
C037Hlユ 2層 死具 箱庭道具 土師質 合型作り対角線部分で貼合せ
中心に穿孔あり多層塔
C038E2 2層 土人形 犬 土師質 手づくね中実
C039不明 死具 羽 釜 土師質 最大径7 1cmロク 成形 側
C0401層・撹乱 二人形 狛犬 軟質施釉 左右合型作り中実
C041l層・撹乱 上人形 猪 土師質 生右合型作り中空
計測部位
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表37 武家屋敷地区第7地点出土古代瓦観察表
Tab.37 Notes on ancient roof tile used for Nara and Heian periods at BK7
表38 武家屋敷地区第7地点出土軒丸瓦観察表
Tab.38 Notes on round eaves dles atX3K7
表39 武家屋敷地区第7地点出土軒平瓦観察表
Tab 39 Notes on nat eaves tiles at BK7
表40 武家屋敷地区第7地点出土軒桟瓦観察表
Tab.40 Notes on eaves―pa dle at BK7
表41 武家屋敷地区第7地点出土丸瓦観察表
Tab.41 Notes on round rooftile at BK7
表42 武家屋敷地区第7地点出土丸瓦類観察表
Tab 42 Notes on round roof tiles at 13K7
???
? 出上場所 特 徴 図 嘲 h
TOユ 五不明 2層 厚さ2 1cm 上面は布目 下面は縄目
???
出土場所 瓦 当 文 様 瓦当直径 瓦当内径 周縁幅 釘 穴 図
T022号遺構 埋±2層 連珠三巴 (左巻き)
T032号遺構 坦±2層 連珠三巴 (右巻き)
T042号遺構 坦±2層 九曜
T05B4号土坑 埋±2層 九曜 177
T0619 3a層 連珠三巴 (左巻き) 177
T07 H9 3a層 連珠三巴 (右巻き)
T08t号溝 埋土 三引両
T091層・撹乱 菊花
???
出上場所 瓦当文様 瓦当形状 瓦当垂長 頭幅 備 考 図 図版
T102号遺構 埋土l層 細葉雪持笹十唐草2類 太剣
Tll2号遺構 埋±1層 四弁花十唐草3d類? 剣高
T122号遺構 坦±2層 不明十唐草3b類?
T132号遺構 坦±2層 不明十唐草3c類? 太剣
???
出上場所 全長 全幅 きき幅 きき足 え切込振 買切込√ 瓦当
小巴部分文様
小巴径 瓦当垂れ
部分文様
瓦当
垂れ形状 釘 穴 図 図版
T142号土坑 埋±1層 三巴 (左巻き) 三枚笹2b+菅草5類 中剣
???
出上場所 月同長 頭幅 尻幅 玉縁幅 高さ 厚 さ 備 考 図 図版
T1834号土坑 埋±3層 7 55
???
出上場所 胴長 頭幅 尻幅 玉縁幅 高 さ 厚 さ 備 考 図 図跡
T152号遺構 坦±3層
T162号遺構 辺±2層 刻印あり「十」
T172号遺構 埋±2層 刻印あり
T191層・撹乱 刻印あり
表43 武家屋敷地区第7地点出土面戸瓦観察表
Tab.43 Notes on■1ler tiles at BK7
表44 武家屋致地区第7地点出土輪違い観察表
Tab.44 Notes on ridge decoration tiles at BK7
表45 武家屋致地区第7地点出土その他の瓦観察表
Tab.45  Notes on various roof tttes at BK7
?
?
?
? 出上場所
?
?
?
??
?
?
?
? 備   考 図 ?版
T222号遺構 埋±2層
T232号遺構 埋±2層 148
???
出上場所
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 備   考 図 図版
T2412号溝 埋土 ■7
T25 H8 2層下部
?
?
?
瓦の種類 出上場所 特 徴 図 図版
T20阪塀瓦 2号遺構 埋±2層 桟つなぎ斜目 厚さ23cm ttE「あり 67・70 56・ 57
T21阪状瓦 2号遺構 埋±2層 幅35 6cn 厚さ2 4cn 釘穴2
T26粛斗瓦 12号溝 埋土 幅15 1clll 厚さ2 2cm
T27甦斗瓦 2号遺構 埋土 幅13 0clll 厚さ2 1cm
T28鬼瓦 1層・撹乱
T29詔蓋 13号土坑 埋土 亀の形状 68・70
T30不明 2号遺構 埋±3層 厚さ2 5cm 溝あり
T31下明 2号遺構 埋±3層 厚さ2 5clll 溝あり
表46 武家屋敷地区第7地点出土平瓦 1類観察表
Tab.46 Notes on type 1 0f nat tles at13K7
表47 武家屋敷地区第7地点出土桟瓦観察表
Tab.47 Notes on pan tiles at BK7
???
出上場所 特   徴 図 図版
T402号遺構 埋±4層 刻印 1源??作」
T412号遺構 埋土ユ層 刻印あり
T42〕号遺穏 埋±3層 刻印「○」I 「三」
T43拘 2層 刻印あり
T441層・撹乱 刻 印「ナ」
T45l層・撹 乱 刻印「一」
T46l層・撹乱 刻印 |サイ」
T471層・撹乱 刻印「和田」
T48l層・糖 乱 「モ」
T491層・撹乱 刻印 |∧」に「二」
T501層・携乱 刻印「ナ」
T51l層・撹 乱 刻印あり
T521層・撹乱 刻印 1太」
T531層・撹乱 刻印「四宮」
T541層・ 撹 乱 刻印「キ」
T551層・撹乱 刻印 |へ」
???
出上場所 特   徴 図 図筋
T321層・撹乱 「ヤ」
T331層・撹乱 刻印「ムカ」
T341層。撹乱 刻印 十一ノ」
T351層・ 撹 乱 刻印「工」
T361層・撹乱 刻印「○」
T371層。撹乱 刻印 1友大」
T381層・ 撹 乱 「フ」 70
T391層・撹乱 刻印「○」 Ю
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This volume carries the report of the salvage excavatlon of BK7(Loc.7 of samural residences located rat he
side of north outer moat of Ninomaru,1.e,Secondary Citadel of Sendai Castle),whiCh Was conducted by he
Archaeological Research Center On the callnpus of Tohoku Un?ersity in 2001.
In he excavation of BK7,a large nu?ber of artifacts have been excavattd,So hese are reported in ave separate
volumes.This repott is he 2nd separate volume,and describes about the porcelains,81azed ceralmcs,unglazed
ceramics,clay ottects and agures and roofiles.
Before the Edo period,a Jomon pottery and a Sue ware were only found.These were snlall pieces,so the details
are unknown.At he past excavation of Kawauchi campus,some Jomon potttry,Yayoi pottery,Sue ware and stone
arrowhead htt been found.It shows hat this area is the place of some activity not only Edo period,but also before
Edo peiod.
A large quantity of porcelains and 81azed ceralnics of Edo pedod were found from No.2 smctural remains and
No.24 earthen pit.Most of he porcelalns and glazed ceralnics are dattd to the early 18血c ntury.But some of
hem,mainly large plates and large bo、vls,are dated to he 17h century.ふ江ost porcelains were made in IIizen,and a
few Chinese porcelains are contained.These Chinese porcelains are dated from he end of Ming dynasty to he
beginning of Qing dynasty;he early 17h centHy.About he glazed ceramics,Ohbo五中souma ware,Ono―souma
ware,Seto―Mino ware,Hizen ware,Kyoto ware are found.Especially,Ono―souma ware and S to―Mino ware are
abundant.
As for No.14 earthen pit,there are some porcelains and glazed ceramics which are dated to the carly 17h
century.It consists of imported porcelalns and Seto―Mino glazed cer 巨?CS.About the porcelalns,there are some
Chinese porcel五ns and Vietnamese porcelain,but here were no Japanese porcelains(Hizen ware)。All Chinese
porcelttns are dated from tte end of Ming dynasty to he beginning of Qing dynasty;the early 17h century.
Vietnamese porcelain has miky―yellow ceramic body.It was made on a wheel,and glazed after he clay sllp.The
trace to unite the upper and lower half was observed inside,It has arabesque design on its shoulder and lotus no、ver
design on its body.About the glazed ceralnics,au ofthem are Seto―lヽino ware.
WIost unglazed ceranics of Edo period were found frona No.2 structural remains and No.24 earthen pit.
Above all,a mass of unglazed ceralnic plates were found from No.2 sttuctural remains.These were dumped
togeher,It is hought that these、vere used at the ceremony of salnural in Secondary Citadel of Sendai Casde,and
after he ceremony,hese were dumped in No.2 structural remains in large quantity.Among hem,here were some
unglazed ceramc plates、vida s■lall hole on its botto■1,or wi h wl■ings or drawings,
From No.2 structural re■1五ns,Inany kinds of unglazed ceralnics were found too,and heir shapes were varlous.
Above all,many salt baking pots(cttled及激おカテο‐倉
"♭
ο)Were foun o Some salt baking pots were made in
X『テ猾α,areai the ohers、ver  lmade in locally.These were classified into some groups from he shape orthe lnehod of
manufacture.
As to he clay igures,there were some characters such as the Seven Deities of《]ood Fon ne,  Buddhist prlest,
he deiied spi?t ofぎヵ
=α
りαrα ar,cヵ,足αηθ,and a little boy,and some aninlを江s such as a dog,guardian dogs,a bird,a
monkey,a wild boar,and a isho Clay ottectS Were mainly tte clay toy for playing at housekeeping;a small pOt,a
lid,an earthenware mottar,an earthenwtt pot,and a pot for boiling ?ce were found.Otter clay ttects Were a
nuniature garden,an earthen ware bell and so on.
As to the roof tiles,except roof tiles from layer 2 hat are dated to Nara or IIeian period,all are dated to he Edo
period.In particular,a lot of roof tiles were found froln No.2 structural remains.The past excavations show a
tendency hat a lot of roof dles are found from Secondary Citade1 6f Sendai Casde,、vhile the samurai residences
yielded smaller amount.Because the garbage from Secondary Citadel of Sendai Castle was dumped in No.2
sttuctural renlalns of the salnura正resid nces,a large volume ofroof iles were found.
写 真 図 版
図版1～18:武家屋敷地区第7地点出土磁器
図版19～40:武家屋敷地区第7地点出土陶器
図版41～54:武家屋敷地区第7地点出土土器・土製品
図版55～57:武家屋敷地区第7地点出土瓦
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図版 1 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (1)
Pl l Porcclains flom BK7(1)
図版2 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (2)
P12 POrcelains frOm BK7(2)
亘図版3 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (3)
P13 Porcelains from BK7(3)
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図版4 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (4)
P14 Porcetains■Om BK7(4)
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S=1:3図版5 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (5)
P15 Porcelains from BK7(5)
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図版6 武家屋致地区第7地点出土磁器 (6)
P16 Porcelains f10m BK7(6)
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図版7 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (7)
P17 Porcelains from BK7(7)
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図版8 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (8)
P18 Porcelains from BK7(8)
7図版9 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (9)
P19 Porcelains from BK7(9)
図版10 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (lo)
Pl10 POrcelains lrom BK7(10)
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図版11 武家屋致地区第7地点出土磁器 (●)
Plll Porcelains from BK7(H)
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図版12 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (12)
Pl12 Porcelains fl・Om BK7(12)
図版13 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (13)
Pl13 Porcelains tOm BK7(13)
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図版14 武家屋敦地区第 7地点出土磁器 (14)
Pl14 POrcelains frOm BK7(14)
190 191
201
図版15 武家屋致地区第 7地点出土磁器 (15)
Pl 15 Porcelains from BK7(15)
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図版16 武家屋敷地区第 7地点出土磁器 (16)
Pl16 Porcelains lom BK7(16)
図版17 武家屋敷地区第7地点出土磁器 (17)
Pl17 Porcelains from BK7(17)
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図版18 武家屋敦地区第 7地点出土磁器 (18)
Pl18 Porcelains Al・Om BK7(18)
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図版刊9 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (1)
Pl19 Glazed ceramics from BK7(1)
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武家屋敷地区第7地点出土陶器 (2)
Gla3ed ceramics from BK7(2)
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図版21 武家屋致地区第7地点出土陶器 (3)
Pl.21 Glazed ceramics from BK7(3)
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図版22 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (4)
Pl.22 Glazed ceramics frOm BK7(4)
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図版23 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (5)
P123 Glazed ceramics frOm BK7(5)
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図版24 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (6)
P124 Glazed ceramics frOm BK7(6)
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図版25 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (7)
Pl.25 Glazed ceramics from BK7(7)
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図版26 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (8)
Pl.26 Glazed ceramics from BK7(8)
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図版27 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (9)
Pl.27 Glazed ceramics from BK7(9)
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Glazed ceramics frOm BK7(10)
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図版30 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (12)
Pl.30 Glazed ceramics from BK7(12)
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図版31 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (13)
P131 Glazed ceramicsとom BK7(13)
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図版32 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (14)
Pl,32 Glazed ceramics frOm BK7(14)
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図版33 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (15)
Pl.33 Glazed ceramics from BK7(15)
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図版34 武家屋致地区第7地点出土陶器 (16)
P134 Glazed ceramics from BK7(16)
図版35 武家屋敷地区第 7地点出土陶器 (17)
P135 Glazed ceramics from BK7(17)
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図版36 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (18)
Pl.36 Glazed ceramics from BK7(18)
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S=ユ図版37 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (19)
P137 Glazed ceramics from BK7(19)
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図版38 武家屋致地区第7地点出土陶器 (20)
Pl.38 Glazed ceramics from BK7(20)
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図版40 武家屋敷地区第7地点出土陶器 (22)
Pl.40 Glazed ceramics iom BK7(22)
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図版44 武家屋敷地区第7地点出土土器 (4)
Pl.44 Unglazed ceramics from BK7(4)
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武家屋敷地区第7地点出土土器 (5)
Unglazed ceramics from BK7(5)
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図版46 武家屋敷地区第 7地点出土土器 (6)
P146 Ungla2ed ceramics iom BK7(6)
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図版48 武家屋致地区第7地点出土土器 (3)
Pl.48 Unglazed ceramics iOm BK7(8)
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図版49 武家屋敷地区第7地点出土土器 (9)
P149 Unglazed ceramics from BK7(9)
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Unglazed ceramics tom BK7(10)
S=1:3
???
??????????
‐?
CG30
図版51
Pl.51
武家屋敷地区第7地点出土土器 (11)
Unglazed ceramicsとom BK7(11)
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図版52 武家屋致地区第7地点出土土器 (12)。土人形 。土製玩具 (1)
Pl.52 Unglazed ceramics,day obiects and agures iom BK7
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図版53 武家屋敷地区第7地点出土土人形・土製玩具 (2)
P153 Clay obiects and igures from BK7(2)
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図版54 武家屋敷地区第7地点出土土人形・土製玩具 (3)
Pl.54 Clay obiects and agures from BK7(3)
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武家屋敷地区第7地点出土瓦 (1)
Various roof dles from BK7(1)
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図版57 武家屋敷地区第7地点出土瓦 (3)
Pl.57  /ヽarious roof tiles and roof dles、vith sealimpression from BK7
S=2:3
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陶磁器・瓦・木製品
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土製品 。石製品
要 約
仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第7地点の出土遺物のうち、陶磁器・土器・土製品 。瓦に
ついて掲載している。これらの出土遺物は、主に大規模な廃棄土坑である2号遺構から出土
している。2号遺構は、共伴して出土する木簡に記載されている年号から、おおよそ18世紀
前葉頃の年代が考えられる。出土する陶磁器の年代も、おおよそこの頃のものであるが、一
部に17世紀代にさかのぼる年代ものが含まれている。また、土師質土器や瓦質土器では、こ
れまで仙台城跡二の九地区や武家屋敷地区で確認されていなかった器形の土器が多数出土し
ている。
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